広島地方裁判所所蔵『却下文書』（明治十年）について（一） by 広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会 et al.
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一
　
　
解
　
題
─
─『
却
下
文
書
』
に
つ
い
て
─
─
一
筆
者
ら
は
先
に
『
裁
判
申
渡
案
─
自
明
治
五
年
至
同
九
年
─
』
と
い
う
、
明
治
初
年
代
、
廃
藩
置
県
直
後
の
広
島
県
庁
聴
訟
課
（
民
刑
事
裁
判
事
務
課
の
担
当
職
員
）
が
、
当
時
の
県
庁
長
官
指
揮
下
で
審
理
・
立
案
し
た
と
推
定
さ
れ
る
民
事
裁
判
言
渡
案
を
四
分
冊
に
手
分
け
し
て
公
刊
そ
の
後
も
明
治
初
年
代
、
当
時
の
浜
田
県
（
現
在
の
島
根
県
浜
田
市
に
浜
田
県
庁
が
置
か
れ
、
島
根
県
の
西
半
分
─
石
見
国
─
を
行
政
管
轄
区
域
と
し
て
い
た
）
に
お
け
る
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
か
ら
同
九
（
一
八
七
六
）
年
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
『
訴
訟
審
判
録
』（
民
事
裁
判
言
渡
書
に
相
当
す
る
も
の
）
を
、
引
き
つ
 
（
注
１
）
し
た
。
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一
一
六
一
一
六
＜
資
料＞広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
代
表
　
矢
　
野
　
達
　
雄
　
加
　
藤
　
　
　
高
　
紺
　
谷
　
浩
　
司
　
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
づ
き
二
分
冊
に
分
け
て
、
最
近
、＜
資
料＞
と
し
て
、
世
に
問
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
明
治
初
年
の
裁
判
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
明
治
政
府
が
江
戸
徳
川
期
の
幕
藩
体
制
を
打
ち
破
り
、
新
た
に
中
央
集
権
的
な
統
治
体
制
を
築
く
た
め
に
廃
藩
置
県
を
断
行
し
て
以
後
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
新
県
に
、
こ
れ
ま
た
新
た
に
中
央
政
府
に
よ
り
地
方
長
官
と
し
て
任
命
さ
れ
た
県
令
（
現
在
の
県
知
事
に
相
当
）
が
置
か
れ
、
「
県
治
条
例
」
と
い
う
新
地
方
自
治
制
の
法
制
の
下
、
そ
し
て
当
時
は
未
だ
三
権
分
立
の
思
想
が
浸
透
す
る
に
至
ら
ず
、
明
治
維
新
イ
コ
ー
ル
王
政
復
古
の
観
念
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
行
政
権
と
司
法
権
と
が
未
分
化
─
─
と
い
う
よ
り
も
、
司
法
は
行
政
の
道
具
と
見
る
風
潮
が
支
配
層
に
濃
厚
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
、
同
条
例
中
の
県
治
職
制
に
も
、
庶
務
課
、
租
税
課
、
出
納
課
と
並
ん
で
聴
訟
課
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
そ
の
後
、「
県
治
条
例
」
は
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
廃
止
さ
れ
た
）。
そ
し
て
又
こ
の
時
期
、
中
国
地
方
諸
県
に
は
未
だ
近
代
的
な
裁
判
所
が
開
庁
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
僅
か
に
山
口
県
に
初
め
て
裁
判
所
が
設
置
開
庁
さ
れ
た
の
が
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
四
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
状
況
が
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
半
ば
頃
ま
で
、
特
に
広
島
県
で
は
続
い
て
い
た
。
二
で
は
、
こ
の
よ
う
な
過
渡
期
に
あ
っ
て
は
、
と
く
に
司
法
＝
裁
判
事
情
は
、
広
島
県
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
推
定
を
ゆ
る
す
指
標
の
一
つ
が
、
以
下
に
紹
介
す
る＜
資
料＞
『
却
下
文
書
』
で
、
 
（
注
２
）
う
た
。
表
紙
に
「
明
治
十
年
民
第
二
五
号
ノ
一
広
島
地
方
裁
判
所
民
事
部
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な＜
資
料＞
『
却
下
文
書
』、
表
紙
に
「
自
明
治
十
二
年 
至
同
十
三
年
　
民
第
二
五
号
ノ
二
止
　
広
島
地
方
裁
判
所
民
事
部
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
二
冊
の
裁
判
史
料
に
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
明
治
期
早
々
の
頃
の
裁
判
こ
と
に
民
事
裁
判
事
情
は
、
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ 
訴
訟
手
続
に
江
戸
時
代
の
法
令
や
慣
習
な
ど
が
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
明
治
期
の
前
半
、
民
事
裁
判
一
般
を
規
律
す
る
成
文
法
と
し
て
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
「
訴
答
文
例
」
が
見
ら
れ
た
に
過 
民
事
訴
訟
法
が
制
定
さ
れ
る
に
は
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
し
た
が
っ
て
、
明
治
期
前
半
の
民
事
裁
判
に
お
い
て
、
審
理
の
取
扱
い
を
具
体
的
に
窺
う
こ
と
の
で
き
る
好
史
料
で
は
な
い
か
と
、
明
治
期
の
裁
判
史
料
調
査
に
永
年
に
わ
た
り
専
念
し
て
き
た
筆
者
ら
の
眼
に
映
じ
た
の
で
あ
る
。
三
　
無
論
そ
れ
以
外
に
当
時
の
裁
判
を
偲
ぶ
資
料
は
他
に
も
多
く
見
ら
れ
た
が
、
あ
え
て
筆
者
ら
が
本
資
料
の
紹
介
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
か
つ
て
の
裁
判
実
務
に
永
年
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
貴
重
な
回
顧
談
を
想
起
し
た
か
ら
で
あ 
　
そ
の
回
顧
談
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
民
事
訴
訟
の
目
安
糺
と
称
す
る
訴
状
の
審
理
の
結
果
、
当
時
の
判
事
補
は
訴
状
の
多
く
を
却
下
し
、
却
下
の
多
さ
を
判
事
補
の
技
倆
と
す
る
か
の
よ
う
な
風
潮
が
あ
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
た
。
現
在
の
裁
判
で
は
到
底
想
像
の
つ
か
な
い
、
当
時
の
法
令
も
何
も
か
も
 
（
注
３
）
う
に
、
 
（
注
４
）
ぎ
ず
、
 
（
注
５
）
っ
た
。
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一
一
五
一
一
五
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
不
備
な
頃
の
裁
判
実
務
を
先
人
た
ち
は
経
て
き
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
初
期
の
裁
判
史
料
『
却
下
文
書
』
を
通
し
て
、
当
時
の
訴
訟
の
審
理
状
況
に
具
体
的
に
接
す
る
こ
と
に
な
る
。
参
考
ま
で
に
そ
の
当
時
の
「
目
安
糺
」
に
関
す
る
二
つ
の
法
令
を
取
り
上
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
一
つ
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
十
二
月
十
二
日
公
布
の
司
法
省
甲
第
十
六
号
布
達
で
あ
る
。
　
　「
民
事
訴
状
目
安
ノ
際
、
不
受
理
又
ハ
願
下
ゲ
ノ
取
扱
方
、
左
ノ
通
（
リ
）
相
定
（
メ
）
候
条
此
旨
布
達
候
事
第
一
条
　
裁
判
官
訴
状
ノ
目
安
糺
ヲ
為
シ
、
受
理
ス
可
ラ
ズ
ト
思
料
ス
ル
時
ハ
必
ズ
其
受
理
ス
可
ラ
ザ
ル
ノ
理
由
ヲ
記
シ
タ
ル
判
文
ヲ
作
リ
訴
状
ト
共
ニ
下
渡
シ
申
ス
ベ
ク
、
尤
モ
判
文
短
簡
ナ
ル
者
ハ
其
判
文
ヲ
訴
状
ノ
表
紙
又
ハ
訴
状
ノ
末
ノ
余
白
ニ
朱
書
シ
裁
判
所
ノ
印
ヲ
押
シ
下
戻
シ
候
テ
モ
苦
シ
カ
ラ
ズ
候
事
第
二
条
　
原
告
人
ヨ
リ
差
出
シ
タ
ル
訴
状
ノ
取
下
ゲ
ヲ
願
（
ヒ
）
出
ル
時
ハ
取
リ
下
ゲ
ヲ
為
ス
事
ノ
理
由
ヲ
審
問
シ
原
告
人
ニ
於
テ
出
訴
ス
ル
ノ
権
利
ヲ
抛
棄
ス
ル
事
ヲ
申
出
ル
ニ
於
テ
ハ
原
告
人
ヲ
シ
テ
何
々
ノ
理
由
ニ
因
リ
出
訴
ス
ル
ノ
権
利
ヲ
抛
棄
ス
ル
ニ
付
キ
控
訴
又
ハ
上
告
ヲ
為
サ
ヾ
ル
ノ
旨
ヲ
記
載
シ
タ
ル
願
書
二
本
ヲ
受
取
リ
、
其
一
本
ハ
裁
判
所
ニ
留
置
キ
、
其
一
本
ニ
願
意
ヲ
聞
届
ケ
タ
ル
旨
ヲ
朱
書
シ
裁
判
所
ノ
印
ヲ
押
シ
下
戻
ス
ベ
キ
事
。
但
裁
判
官
ヨ
リ
理
解
ヲ
為
シ
訴
状
取
下
ゲ
願
ヲ
出
サ
シ
ム
ル
ヲ
得
ス
」（『
法
令
全
書
明
治
八
年
ノ
２
（
第
八
巻
の
２
）』
一
七
四
七
頁
以
下
。
な
お
、
読
者
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
法
文
中
の
句
読
点
な
ど
を
付
し
、
常
用
漢
字
に
改
め
る
な
ど
し
た
。
以
下
同
じ
）
　
い
ま
一
つ
の
法
令
は
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
四
月
五
日
公
布
の
司
法
省
丁
第
二
十
九
号
達
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
以
降
の
法
制
で
あ
っ
た
目
安
糺
の
廃
止
を
告
げ
て
い
る
。
即
ち
当
時
の
上
等
裁
判
所
・
地
方
裁
判
所
を
名
宛
人
と
し
た
も
の
で
、
「
従
来
目
安
糺
シ
ト
云
（
フ
）
成
例
ア
リ
テ
出
訴
ノ
起
頭
、
被
告
ノ
答
弁
ヲ
待
タ
ズ
直
（
チ
）
ニ
受
理
不
受
理
ヲ
判
決
ス
ル
等
ノ
コ
ト
有
之
候
処
右
ハ
廃
止
可
致
候
条
、
此
旨
相
達
（
シ
）
候
事
。
但
大
審
院
ニ
於
テ
願
訴
ノ
下
調
ヲ
為
ス
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
」（『
法
令
全
書
明
治
十
年
（
第
十
巻
）』
九
〇
六
頁
以
下
。『
法
令
全
書
』
は
復
刻
版
・
原
書
房
に
依
る
）。
　
筆
者
は
、
民
事
訴
訟
法
史
に
関
し
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
た
め
、
訴
訟
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
な
い
。
た
だ
明
治
初
年
代
の
民
事
訴
訟
事
件
の
調
査
を
と
お
し
た
披
見
の
限
り
で
、
明
治
七
年
お
よ
び
同
八
年
の
『
訴
状
受
取
録
』
そ
の
他
の
記
録
・
簿
冊
を
散
見
し
た
な
か
で
の
印
象
で
は
、
却
下
事
件
が
か
な
り
見
ら
れ
た
。
今
後
の
調
査
で
、
さ
ら
に
（
　
　
　
）
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一
一
四
一
一
四
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
明
治
十
年
前
後
の
却
下
事
例
の
実
情
に
接
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
（
注
１
）　
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
「
明
治
初
年
代
、
広
島
県
庁
の
民
事
裁
判
に
つ
い
て
（
一
～
四
）」『
修
道
法
学
』
第
三
四
巻
一
号
～
三
五
巻
二
号
。
（
注
２
）　
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
「
明
治
初
年
代
、
浜
田
県
庁
の
民
事
裁
判
に
つ
い
て
（
一
～
二
）」『
修
道
法
学
』
第
三
六
巻
一
号
～
三
六
巻
二
号
。
（
注
３
）　
た
と
え
ば
、
石
井
良
助
『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』、
同
『
続
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』（
い
ず
れ
も
創
文
社
）、
鈴
木
正
裕
『
民
事
訴
訟
法
史
・
日
本
』（
有
斐
閣
）
（
注
４
）　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
七
月
十
七
日
公
布
太
政
官
布
告
第
二
百
四
十
七
号
（『
法
令
全
書 
第
六
巻
ノ
一
』
三
二
〇
頁
）
（
注
５
）　
日
本
法
理
研
究
会
『
明
治
初
期
の
裁
判
を
語
る
』（
日
本
法
理
叢
書
・
別
冊
四
）
昭
和
十
七
年
三
五
頁
以
下
〔
三
八
頁
〕
参
照
。
（
加
藤
　
高
）　
　
 
二
　
本
文
読
下
し
（【
一
】～【
四
〇
】）
〔
一
Ａ
〕【
一
】【
訴
訟
入
費
請
求
】
印*  
*  *  
*  
本
文
は
朱
書
き
〔
本
訴
〕*  *  *  
井
手
取
除
キ
一
件
ノ
該
訴
訟
被
告
Ｋ
Ｓ
只
吉
ニ
於
テ
裁
許
不
服
ノ
旨
ニ
テ
*  *  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
控
訴
中
ニ
付
〔
該
訴
一
件
〕*  *  *  
当
今
受
理
セ
ズ
却
下
候
事
印*  *  
*  *  *  
点
に
よ
り
削
除
主
「
一
色
」*  *  *  *  
*  *  *  *  
丸
朱
印
フ
ク
「
小
島
」*  *  *  *  
*  *  *  *  
丸
朱
印
明
治
九
年
十
二
月
廿
二
日
訴
訟
入
費
請
求
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
袋
町
九
百
五
十
三
番
邸
寄
留
*  *  *  *  *  
目
次
で
は
原
告
氏
名
は
農
冨
田
治
左
衞
門*  *  *  *  *  
「
Ｋ
Ｋ
七
郎
次
外
一
名
」
第
三
千
七
百
貳
〔
一
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
Ａ
〕【
二
】【
貸
金
催
促
】
 
（
注
１
）
入
費
ハ
 
（
注
２
）
十
号
（
　
　
　
）
─　　─368
一
一
三
一
一
三
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
ハ
出
訴
ノ
当
日
被
告
ヨ
リ
延
期
依
頼
ヲ
承
諾
セ
シ
期
限
内
ノ
旨
申
立
ル
ニ
付
訴
状
却
下
候
事
印*  
主
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
と
付
箋
に
朱
書
き
フ
ク
「
小
島
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
と
付
箋
に
朱
書
き
「
フ
ク
」
は
平
仮
名
書
き
明
治
九
年
十
二
月
二
十
八
日
貸
金
催
促
ノ
訴
状
大
坂
府
摂
津
国
堂
島
中
二
丁
目
□
□
□
番
邸
Ｋ
Ｔ
助
太
郎
同
居
商
Ｉ
Ｔ
伊
三
郎
第
三
千
八
〔
二
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
Ａ
〕【
三
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
ノ
証
ハ
他
人
ヨ
リ
譲
受
ノ
証
書
ナ
ル
ニ
付
明
治
九
年
 
（
注
３
）
百
号
〔
太
政
官
〕*  *  
第
九
十
九
号
御
*  *  
〔
〕
内
、
点
に
よ
り
削
除
ニ
拠
リ
受
理
セ
ズ
却
下
候
事
印*  
主
「
一
色
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
フ
ク
「
川
北
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
四
日
貸
金
催
促
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
国
廣
島
袋
町
九
百
五
十
三
番
邸
寄
留
農
冨
田
治
左
衞
門
第
貳
号*  *  *  *  
*  *  *  *  
朱
書
き
〔
三
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
Ａ
〕【
四
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
証
書
面
借
主
サ
ヨ
儀
ハ
Ｍ
Ｏ
家
戸
主
中
ノ
負
債
ナ
ル
迚とて
現
今
該
家
戸
主
傳
次
郎
ニ
対
シ
返
金
請
求
ス
ル
ト
モ
明
治
六
年
十
二
月
六
日
付
ニ
テ
相
続
人
ハ
傳
次
郎
ナ
ル
旨
届
出
タ
ル
上
ハ
仝
人
 
（
注
４
）
布
告
（
　
　
　
）
─　　─369
一
一
二
一
一
二
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
戸
主
タ
ル
コ
ト
判
然
タ
リ
然
ラ
ハ
サ
ヨ
既
ニ
戸
主
ノ
権
利
無
ク
シ
テ
自
己
ノ
負
債
ニ
帰
ス
ヘ
キ
者
ニ
付
仝
人
ヲ
被
告
ト
ス
ル
ニ
非
レ
ハ
受
理
セ
ス
訴
状
却
下
印*  
一
月
十
日
却
下
主
「
松
野
」*  *  
*  *  
「
丸
朱
印
」
フ
ク
「
一
色
」*  *  
*  *  
「
丸
朱
印
」
明
治
十
年
一
月
六
日
貸
金
催
促
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
貳
町
目
五
百
三
拾
七
番
邸
Ｙ
Ｍ
克
太
郎
同
居
商
Ｙ
Ｎ
正
雄
第
五
十
四
号*  *  *  
*  *  *  
朱
書
き
〔
四
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
五
Ａ
〕【
五
】【（
貸
金
）
訴
状
却
下
十
年
第
四
十
三
号*  
*  
欄
外
上
部
に
墨
で
横
書
き
 
（
注
５
）
候
事
 
（
注
６
）
案
伺
】
明
治
十
年
一
月
九
日
訴
状
は
紛
失
か
七
等
判
事
印*  *  
*  *  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
主
十
二
等
出
仕
川
北
祐
利
印
副
四
級
判
事
補
一
色
小
十
郎
印
訴
状
却
下
案
伺
該
訴
遂
審
問
処
旧
廣
島
藩
代
官
所
ヘ
調
達
セ
シ
金
員
ノ
旨
申
立
提
供
ス
ル
第
壱
号
証
書
ニ
於
テ
モ
旧
藩
債
タ
ル
瞭
然
タ
リ
然
リ
而
シ
テ
第
二
第
三
両
号
ノ
証
書
ニ
到
リ
賀
茂
郡
阿
賀
村
ヘ
借
受
候
ニ
付
返
済
方
当
時
区
長
取
約
中
或
ハ
租
税
課
ヘ
伺
ノ
上
返
弁
方
取
謀
候
筈
ニ
付
云
々
等
ノ
記
載
有
之
ヲ
以
テ
直
ニ
戸
長
ヨ
リ
返
弁
受
度
旨
請
求
ス
ト
雖
モ
事
理
曖
昧
ト
シ
テ
結
果
セ
サ
レ
ハ
民
法
上
未
権マ
理マ
〔
五
Ｂ
〕
ノ
到
ラ
サ
ル
者
ニ
付
難
及
受
理
愬
牒
却
下
候
事
そ
ち
ょ
う
明
治
十
年
一
月
〔
六
Ａ
〕【
五
ー
二
】【
原
告
代
人
陳
明
治
十
年
一
月
八
日
目
安
審
問
ニ
付
原
告
 
（
注
７
）
述
書
】
（
　
　
　
）
─　　─370
一
一
一
一
一
一
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
第
一
章
第
一
条
旧
廣
島
藩
政
ノ
頃
賀
茂
郡
代
官
所
ヘ
第
一
号
証
書
ノ
通
調
達
致
シ
爾
後
第
二
号
証
書
之
通
リ
歎
願
致
セ
シ
処
租
税
課
ヨ
リ
ノ
下
紙
ニ
基
キ
尚
戸
長
ヘ
縣
合
第
三
号
証
書
ヲ
受
取
シ
ニ
荏
か
け
あ
い
じ
ん
苒ぜん
今
日
ニ
到
ル
ト
雖
更
ニ
返
弁
不
致
呉
ニ
付
右
戸
長
ヨ
リ
返
弁
受
度
候
事
〔
六
Ｂ
〕
Ｉ
Ｉ
春
哲
印*  
*  
小
判
型
朱
印
〔
七
Ａ
〕【
六
】【
可
請
取
山
代
価
違
約
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
証
書
ニ
基
キ
結
約
履
行
セ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
素
ヨ
リ
違
約
ノ
償
金
請
求
セ
ル
旨
申
立
ル
上
ハ
事
実
損
害
ナ
キ
違
約
料
ニ
テ
徒
ニ
要
求
 
（
注
８
）
代
人
ナ
ス
可
ラ
サ
ル
者
ニ
付
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
八
日
可
請
取
山
代
価
違
約
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
国
廣
嶋
六
丁
目
下
組
□
□
□
□
□
□
番
邸
商
Ｍ
Ｍ
唐
一
同
縣
同
国
廣
嶋
研
屋
町
□
□
□
番
邸
Ｎ
Ｈ
若
助
方
ニ
寄
留
商
Ｓ
Ｍ
萬
三
郎
第
七
十
八
号
〔
七
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
八
Ａ
〕【
六－
二
】【
原
告
人
の
陳
明
治
十
年
第
七
十
八
号*  
*  
本
文
書
は
、
署
名
を
除
き
全
文
朱
書
き
可
請
度
山
代
価
違
約
ノ
訴
御
審
問
ヲ
受
 
（
注
９
）
述
書
】
（
　
　
　
）
─　　─371
一
一
〇
一
一
〇
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
原
告
人
左
ニ
申
上
候
第
一
条
該
証
書
中
違
約
料
云
々
記
載
ノ
儀
ハ
事
実
損
害
ナ
キ
違
約
ノ
償
金
ニ
シ
テ
証
表
ノ
通
山
代
価
悉
皆
払
呉
レ
候
ヘ
ハ
請
求
セ
ス
ト
雖
モ
若
シ
結
約
履
行
セ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
則
違
約
料
ハ
素
ヨ
リ
要
求
仕
候
本
旨
ニ
御
座
候
事
右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上
明
治
十
年
一
月
九
日
〔
八
Ｂ
〕
Ｍ
Ｍ
唐
一
印
Ｓ
Ｍ
萬
三
郎
印
追
加
第
二
条
該
訴
被
告
ニ
於
テ
定
約
履
行
セ
サ
ル
旨
趣
ハ
当
初
売
渡
シ
タ
ル
代
価
ヨ
リ
方
今
下
落
セ
ル
ニ
付
残
金
渡
シ
不
呉
若
シ
被
告
ニ
於
テ
売
渡
シ
ノ
地
所
伸
縮
境
界
ニ
関
シ
申
立
ル
趣
ハ
自
分
共
ニ
於
テ
異
議
ナ
ク
該
件
ニ
付
入
費
等
悉
皆
弁
償
可
仕
儀
相
違
無
御
座
候
事
Ｍ
Ｍ
唐
一
印
Ｓ
Ｍ
万
三
郎
印
〔
九
Ａ
〕【
七
】【
証
書
実
印
押
捺
請
求
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
文
は
朱
書
き
該
件
証
書
請
取
通
帳
ニ
非
ス
シ
テ
店
判
ヲ
用
ユ
ル
者
ニ
付
明
治
六
年
第
二
百
三
十
公
布
ニ
依
リ
裁
判
上
証
据
ニ
不
相
立
訴
状
却
下
候
事印*  
明
治
九
年
一
月
十
日
マ
マ
主
山
田*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
松
野*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
九
日
証
書
実
印
押
捺
請
求
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
榎
町
六
百
廿
九
番
次
新
拾
五
番
邸
平
民
原
田
東
三
郎
第
九
十
三
号*  *  *  
*  *  *  
朱
書
き
〔
九
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
 
（
注
　
）
１０
九
号
ノ
（
　
　
　
）
─　　─372
一
〇
九
一
〇
九
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
〔
一
〇
Ａ
〕【
八
】【
二
重
取
米
代
価
取
戻
し
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
第
一
第
弐
ノ
証
ハ
被
告
人
ニ
於
テ
米
代
価
二
重
ニ
受
取
タ
ル
ト
ノ
事
実
ヲ
証
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
故
ニ
受
理
セ
ズ
訴
状
却
下
候
事
一
月
十
一
日
印*  
主
一
色*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
松
野*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
十
日
二
重
取
米
代
価
取
戻
シ
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
賀
茂
郡
阿
賀
村
□
□
□
番
邸
農
Ｋ
Ｓ
助
三
郎
第
百
貳
十
貳
号
〔
一
〇
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
一
一
Ａ
〕【
九
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
印
紙
貼
用
ナ
キ
以
テ
訴
出
ル
モ
ノ
ニ
付
受
理
及
バ
ス
訴
状
却
下
候
事
一
月
九
日
印*  
主
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
八
日
貸
金
催
促
之
訴
状
兵
庫
縣
摂
津
國
菟
原
郡*  *  *  
*  *  *  
読
み
は
「
う
は
ら
郡
」
大
石
村
八
十
四
番
邸
商
Ｏ
Ｕ
隆
平
第
六
十
六
号
〔
一
一
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
一
二
Ａ
〕【
一
〇
】【（
貸
金
）
愬
牒
却
十
年
第
百
五
十
九
号*  
*  
欄
外
上
部
に
事
件
番
号
を
墨
横
書
き
明
治
十
年
一
月
十
五
日
一
月
十
五
日
却
下*  *  
*  *  
朱
書
き
七
等
判
事
印*  *  *  
*  *  *  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
主
十
二
等
出
仕
川
北
祐
利
印
 
（
注
　
）
１１
証
書
ヲ
 
（
注
　
）
１２
下
案
】
（
　
　
　
）
─　　─373
一
〇
八
一
〇
八
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
副
四
級
判
事
補
一
色
小
十
郎
印
愬
牒
却
下
案
伺
該
訴
小
室
信
夫
部
理
代
人
ノ
名
義
ヲ
以
テ
出
訴
及
フ
ト
雖
モ
明
治
九
年
司
法
省
甲
第
壱
号
牴
触
ス
ル
ヲ
以
テ
受
理
及
ハ
ス
愬
牒*  *  *  *  
却
下
候
事
*  *  *  *  
「
愬
」
は
「
訴
」
に
同
じ
〔
一
二
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
一
三
Ａ
〕【
一
一
・
一
二
】【（
貸
金
）
訴
答
却
下
*  
欄
外
右
側
に
「
一
月
十
六
日
却
下
」
*  
の
墨
書
き
第
三
千
六
百
七
十
五
号
*  *  
欄
外
上
部
に
墨
横
書
き
明
治
十
年
一
月
十
三
日
七
等
判
事
印*  *  *  
*  *  *  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
主
十
三
等
出
仕
松
野
節
夫
印
副
十
二
等
出
仕
川
北
祐
利
印
 
（
注
　
）
１３
布
達
ニ
 
（
注
　
）
１４
案
伺
】
 
（
注
　
）
１５
六
号*  *  
訴
答
却
下
案
伺
原
告
人
本
訴
両
証
書
ハ
Ｙ
Ｄ
耕
造
取
次
ニ
テ
仝
人
手
ヨ
リ
領
収
シ
金
円
亦
該
人
ヘ
付
与
セ
シ
者
ニ
シ
テ
被
告
面
前
結
約
ノ
証
書
ニ
無
之
旨
申
立
ル
ニ
付
右
耕
造
審
問
及
フ
処
原
告
ヨ
リ
受
取
シ
金
額
ハ
被
告
方
取
次
ノ
手
続
ニ
基
キ
亡
Ｔ
Ｎ
彦
助
等
ヘ
相
渡
シ
タ
レ
ト
モ
仝
人
ヨ
リ
被
告
冨
藏*  
ヘ
伝*  
目
次
で
は
達
セ
シ
有
無
ハ
弁
知
セ
サ
ル
旨
陳
述
セ
リ
而
シ
テ
被
告
ニ
「
冨
造
」
於
テ
ハ
一
切
覐*  *  
無
之
旨
弁
駁
ス
ル
お
ぼ
え
耳
ナ
ラ
ス
該
証
不
正
ノ
*  *  
「
覚
」
の
み
〔
一
三
Ｂ
〕
に
同
じ
書
面
ナ
ル
迚
方
今
刑
事
ノ
推
問
中
ニ
付
〔
所
持
セ
サ
ル
旨
原
告
申
立
ル
上
ハ
被
告
ヘ
対
シ
督
促
ノ
憑
拠
ナ
ク
且
既
ニ
刑
法
ノ
糺
問
ニ
渉
リ
シ
者
ナ
レ
ハ
〕*  
仝
方
到
底
ノ
処
断
ヲ
受
ケ
サ
ル
*  
〔
〕
内
の
三
行
は
棒
線
で
削
除
以
前
民
法
上
其
書
ノ
権
利
得
失
ヲ
論
ス
ヘ
キ
筋
無
之
〔
順
次
ニ
非
ス
〕*  *  
*  *  
〔
〕
内
は
棒
線
で
削
除
仍
テ
該
両
証
書
共
採
用
及
ヒ
難
ク
訴
状
却
下
候
事
但
訴
訟
入
費
ハ
規
則
ノ
通
被
告
并
引
合
人
ヘ
弁
償
ス
可
シ
被
告
人
該
件
原
告
愬
ル
両
証
書
ハ
不
正
ノ
書
面
ナ
ル
ヲ
以
テ
方
う
っ
た
ふ
今
刑
事
ノ
糺
問
中
ニ
付
〔
ニ
係
リ
（
　
　
　
）
─　　─374
一
〇
七
一
〇
七
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
原
告
所
有
セ
サ
ル
耳
ナ
ラ
ス
〕*  *  *  
*  *  *  
〔
〕
内
は
棒
線
で
削
除
仝
方
処
断
ヲ
受
サ
ル
以
前
ハ
民
法
上
其
書
ノ
得
失
ヲ
論
ス
ヘ
ク
筋
無
之
旨
趣
ニ
因
リ
訴
状
原
告
人
ヘ
〔
一
四
Ａ
〕
却
下
致
シ
タ
ル
ニ
付
答
書
擯
斥
候
事
但
訴
訟
入
費
ハ
成
則
ノ
通
原
告
人
ヨ
リ
弁
償
ヲ
受
ク
ヘ
シ
〔
一
四
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
一
五
Ａ
〕【
一
一
・
一
二－
二
】【
原
告
人
の
口
明
治
十
年
一
月
十
一
日
御
審
問
ニ
付
原
告
人
口
供
第
一
条
該
件
六
十
三
円
四
拾
銭
ノ
地
所
書
入
証
書
ヲ
以
金
円
貸
渡
候
事
第
二
条
右
地
所
ノ
儀
ハ
近
隣
ノ
地
ニ
付
兼
而
か
ね
て
 
（
注
　
）
１６
供
書
】
承
知
モ
致
居
候
間
戸
長
ヘ
モ
相
届
候
処
相
違
無
之
趣
ニ
付
貸
渡
候
事
第
三
条
右
貸
附
ノ
儀
ハ
都
テ
取
次
人
す
べ
〔
一
五
Ｂ
〕
Ｙ
Ｄ
耕
造
ナ
ル
者
罷
越
シ
申
入
当
正
金
相
渡
候
節
モ
耕
造
ヘ
相
渡
候
事
第
四
条
出
訴
前
取
次
人
Ｙ
Ｄ
耕
造
時
々
催
促
致
候
処
返
戻
無
之
ニ
付
出
訴
候
事
第
五
条
三
千
六
百
七
拾
五
号
訴
ノ
証
拠
及
ヒ
三
千
六
百
七
拾
六
号
訴
ノ
証
拠
モ
同
様
Ｙ
Ｄ
耕
造
ヨ
リ
受
取
候
ニ
付
都
テ
〔
一
六
Ａ
〕
本
人
并
証
人
ヘ
掛
合
不
致
候
事
第
一
号
ハ
戸
長
ノ
公
証
有
之
第
二
号
ハ
戸
長
奥
書
無
之
候
事
同
日
ニ
一
口
ニ
貸
付
印
形
等
モ
被
告
本
人
実
印
ニ
付
Ｓ
Ｍ
冨
（
　
　
　
）
─　　─375
一
〇
六
一
〇
六
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
藏*  
ヨ
リ
返
弁
可
致
義
務
*  
目
次
で
は
「
冨
造
」
と
な
っ
て
い
る
有
之
候
事
Ｎ
Ｊ
文
之
進
印
追
加
第
六
条
該
件
両
証
書
ハ
明
治
九
年
十
二
月
廿
三
日
比
ト
相
覐
警
察
出
張
へ
御
呼
出
ニ
付
謀
書
印
ナ
ル
不
〔
一
六
Ｂ
〕
正
ノ
書
面
ナ
ル
趣
ヲ
以
御
引
上
ニ
相
成
仍
テ
持
参
不
仕
事
第
七
条
前
条
ノ
次
第
ニ
テ
該
証
書
正
不
正
ノ
御
処
分
ハ
未
タ
不
罷
在
付
差
置
候
事
第
八
条
前
条
両
証
書
ハ
既
ニ
刑
事
課
ニ
於
テ
御
糺
弾
中
ニ
有
之
候
事
〔
一
七
Ａ
〕【
一
一
・
一
二－
三
】【
被
告
人
の
口
明
治
十
年
一
月
十
一
日
御
審
問
ニ
付
被
告
人
口
供
第
一
条
原
告
事
申
越
ス
第
三
千
六
百
七
拾
五
号
同
三
千
六
百
七
拾
六
号
ノ
訴
状
ニ
附
ス
証
文
名
下
ノ
押
印
ハ
自
分
実
印
 
（
注
　
）
１７
供
書
】
相
違
無
之
候
間
自
分
他
行
中
妻
ミ
ト
ナ
ル
者
Ｔ
Ｎ
ハ
イ
両
人
ノ
所
業
ニ
而
留
守
中
印
形
并
地
券
状
等
ヲ
持
出
シ
Ｙ
Ｄ
耕
造
へ
相
頼
ミ
今
般
ノ
原
告
ヨ
リ
〔
一
七
Ｂ
〕
金
円
借
受
候
趣
ナ
レ
ト
モ
自
分
ハ
一
切
存
シ
不
申
事
第
三
条
右
不
埒
之
所
業
致
妻
ミ
ト
警
察
ヘ
自
首
仕
当
時
御
吟
味
中
ニ
付
同
人
等
ヲ
御
糺
明
之
上
ハ
判
然
可
仕
自
分
ニ
於
テ
ハ
答
書
テ
申
立
候
通
ニ
御
座
候
事
Ｓ
Ｍ
冨
藏
印
〔
一
八
Ａ
〕【
一
一
・
一
二－
四
】【
引
合
（
人
）
の
陳
明
治
九
年
第
三
千
六
百
七
拾
五
号
同
三
千
六
百
七
拾
六
号
貸
金
催
促
ノ
訴
答
引
合
ト
シ
テ
御
審
問
ヲ
受
左
ニ
申
上
候
 
（
注
　
）
１８
述
書
】
（
　
　
　
）
─　　─376
一
〇
五
一
〇
五
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
第
一
条
該
両
件
ノ
義
ハ
原
由
亡
Ｔ
Ｎ
彦
助
傳
ヒ
被
告
金
子
入
用
ノ
趣
ヲ
以
借
用
方
ノ
依
頼
ヲ
受
原
告
ヨ
リ
金
両
口
合
〔
セ
〕
テ
八
拾
円
借
受
直
ニ
右
彦
助
ヘ
正
ニ
相
渡
シ
尤
〔
モ
〕
仝
人
ノ
言
ニ
応
シ
口
銭
ト
シ
テ
弐
円
四
拾
銭
受
取
費
用
仕
候
事
第
二
条
原
告
訴
状
記
載
ノ
両
証
書
ハ
前
条
ノ
通
亡
彦
〔
一
八
Ｂ
〕
助
ヨ
リ
受
取
借
主
冨
藏
ヘ
ハ
此
後
ニ
付
一
切
面
談
仕
タ
ル
事
無
之
尤
印
届
ト
シ
テ
戸
長
役
場
ヘ
該
証
書
持
参
候
処
素
ヨ
リ
仝
人
ノ
実
印
ニ
相
違
ナ
キ
旨
承
リ
謀
書
印
等
ノ
儀
ニ
ハ
決
而
無
之
儀
ト
安
堵
シ
取
扱
候
事第
三
条
前
条
取
扱
ノ
金
額
ハ
彦
助
ヘ
渡
シ
タ
ル
以
後
仝
人
ニ
於
テ
借
主
冨
藏
ヘ
相
渡
シ
タ
ル
有
無
ハ
彦
助
死
亡
ノ
今
日
ニ
至
リ
何
ト
モ
実
否
取
調
難
付
候
事
第
四
条
右
彦
助
儀
ハ
目
今
居
所
分
明
ナ
ラ
サ
ル
Ｔ
Ｎ
ワ
イ
ト
申
者
ノ
夫
ニ
有
之
候
事
〔
一
九
Ａ
〕
第
五
条
前
第
三
条
ニ
申
立
タ
ル
八
拾
円
ノ
内
六
拾
円
ハ
彦
助
ヘ
相
渡
シ
残
ル
弐
拾
円
モ
仝
人
ヘ
可
渡
筈
ナ
ル
ヲ
折
節
彦
助
死
去
ニ
際
シ
仝
人
妻
ワ
イ
ニ
於
テ
モ
該
件
曽
而
承
知
ノ
趣
ニ
付
前
々
ヨ
リ
手
続
ヲ
以
右
ワ
イ
ヘ
相
渡
候
ニ
相
違
無
御
座
候
事
右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上
明
治
十
年
一
月
十
二
日Ｙ
Ｄ
耕
造
印
〔
一
九
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
〇
Ａ
〕【
一
三
】【
年
賦
金
并
に
異
約
償
金
請
求
】
□*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
花
押
か
該
訴
目
安
相
糺
ス
処
原
告
請
求
ス
ル
年
賦
金
ノ
外
違
約
償
金
ハ
到
底
事
実
損
害
ナ
キ
償
金
ナ
ル
ニ
付
裁
判
上
無
効
ノ
モ
ノ
ト
ス
仍
テ
受
理
セ
ス
却
下
候
事
一
月
十
七
日
却
下
（
　
　
　
）
─　　─377
一
〇
四
一
〇
四
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
主
「
小
島
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
十
五
日
年
賦
金
并
ニ
異
約
償
金
請
求
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
国
沼
田
郡
廣
瀬
村
六
百
二
拾
九
番
次
新
十
五
番
邸
平
民
原
田
東
三
郎*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
に
は
第
貳
百
七
号
「
Ｍ
Ｋ
和
吉
」
〔
二
〇
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
一
Ａ
〕【
一
四
】【（
貸
金
取
約
違
約
）
却
下
第
貳
百
九
号*  
*  
欄
外
上
部
に
墨
横
書
き
明
治
十
年
一
月
十
七
日
一
月
十
七
日
却
下
七
等
判
事
印*  *  
*  *  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
主
十
三
等
出
仕
松
野
節
夫
印
副
三
級
判
事
補
山
田
熊
雄
印
却
下
案
伺
本
訴
ハ
貸
金
取
約
違
約
ノ
名
義
ニ
テ
金
円
返
 
（
注
　
）
１９
案
伺
】
弁
方
請
求
ノ
廉
記
載
シ
ア
リ
然
ル
ニ
証
書
中
租
税
課
伺
ノ
有
無
而
巳
弁
知
致
シ
度
旨
趣
要
求
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
名
実
抵
触
ス
ル
ニ
付
且
該
証
書
ノ
原
因
旧
廣
島
藩
債
ナ
ル
旨
申
立
ル
ト
〔
雖
〕
ト
モ
判
然
其
筋
ノ
証
憑
書
無
之
上
ハ
事
由
明
瞭
ナ
ラ
サ
ル
ニ
付
受
理
難
及
訴
状
却
下
候
事
〔
二
一
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
二
Ａ
〕【
一
四
ー
二
】【
原
告
代
人
の
陳
明
治
十
年
第
貳
百
九
号
貸
金
取
約
ノ
違
約
ノ
訴
御
目
付
原
告
代
人
左
ニ
申
上
候
第
一
条
該
訴
証
書
中
旧
藩
御
代
官
所
伝
云
々
記
載
ノ
儀
ハ
旧
廣
島
藩
御
代
官
所
ヘ
立
用
シ
タ
ル
金
円
ニ
シ
テ
全
体
藩
債
ニ
相
立
ヘ
ク
者
ニ
有
之
候
処
其
儀
是
迄
度
々
租
税
課
等
ヘ
上
申
ス
ル
ト
モ
当
時
区
長
取
約
メ
中
等
ノ
指
令
有
之
只
々
遷
延
ス
ル
而
巳
ニ
テ
結
局
ニ
至
ラ
サ
ル
ヨ
リ
先
般
勧
解
願
出
被
告
面
対
ノ
上
調
整
シ
タ
ル
証
書
則
該
 
（
注
　
）
２０
述
書
】
 
（
注
　
）
２１
安
糺
ニ
（
　
　
　
）
─　　─378
一
〇
三
一
〇
三
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
〔
二
二
Ｂ
〕
訴
記
ノ
書
面
ニ
相
違
無
之
候
事
右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上
明
治
十
年
一
月
十
六
日
追
加
第
一
条
（
棒
線
で
第
二
条
該
訴
請
求
ノ
旨
趣
ハ
被
告
ヘ
対
シ
返
金
督
促
ス
ル
ニ
ハ
無
之
羽
文
ノ
通
租
税
課
ヘ
伺
ノ
有
無
ヲ
承
知
仕
度
儀
ニ
御
座
候
事
Ｉ
Ｉ
春
哲
印
〔
二
三
Ａ
〕【
一
五
】【（
訴
訟
入
費
）
訴
状
却
下
*  
第
貳
百
三
号*  
*  
欄
外
上
部
に
墨
横
書
き
明
治
十
年
一
月
十
七
日
十
七
日
却
下
七
等
判
事
□*  *  
*  *  
「
横
地
安
信
」
の
花
押
か
。〔
二
〇
Ａ
〕
の
と
同
じ
。
主
十
二
等
出
仕
川
北
祐
利
印
副
四
級
判
事
補
一
色
小
十
郎
印
訴
状
却
下
案
伺
該
訴
提
供
ス
ル
書
面
Ｉ
Ｈ
村
人
民
ヨ
リ
Ｔ
Ｇ
柳
平
Ｓ
Ｓ
Ｋ
祖
一
ヘ
対
ス
ル
書
面
ニ
シ
テ
副
戸
長
河
野
桂
之
助
ヘ
対
ス
ル
筋
無
之
耳
 
（
注
　
）
２２
抹
消
）
 
（
注
　
）
２３
案
伺
】
ナ
ラ
主
的
ト
ス
ル
〔
其
〕*  *  *  
金
額
ニ
到
テ
ハ
無
証
拠
ニ
付
旁
以
難
及
受
理
訴
状
却
下
候
事
*  *  *  
〔
〕
内
の
文
字
は
朱
点
で
抹
消
明
治
十
年
一
月
〔
二
三
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
四
Ａ
〕【
一
六
】【
家
券
証
請
求
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
建
物
書
入
質
書
入
質
証
券
ヲ
請
求
ス
ル
期
限
ヲ
過
去
リ
訴
出
ツ
ル
者
ニ
付
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
小
島*  *  *  *  
丸
朱
印
お
よ
び
附
箋
に
朱
書
き
副
松
野*  *  
 
 *  *  
丸
朱
印
お
よ
び
附
箋
に
朱
書
き
明
治
十
年
一
月
十
八
日
家
券
証
請
求
ノ
訴
 
（
注
　
）
２４
規
則
中
（
　
　
　
）
─　　─379
一
〇
二
一
〇
二
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
廣
島
縣
安
藝
国
安
藝
郡
大
須
賀
村
千
百
八
拾
三
番
邸
農
奥
本
數
奇
男*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
に
は
第
貳
百
八
十
号
「
Ｋ
Ｚ
友
之
助
」
〔
二
四
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
五
Ａ
〕【
一
七
】【（
地
券
名
前
書
換
）
訴
状
却
下
第
貳
百
五
十
八
号*  
*  
欄
外
上
部
に
墨
横
書
き
七
等
判
事
印*  *  
*  *  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
一
月
十
九
日
却
下*  *  *  
主
十
四
等
出
仕
小
島
範
一
郎
印
副
四
級
判
事
補
一
色
小
十
郎
印
訴
状
却
下
案
伺
*  *  *  
朱
書
き
該
訴*  
目
安
及
審
糺
処
証
書
中
元
金
返
済
セ
ハ
*  
目
次
に
は
「
地
券
地
所
差
戻
ス
ヘ
ク
ト
ノ
約
定
有
之
ニ
付
名
ハ
売
渡
シ
名
前
書
換
請
求
」
ト
雖
モ
実
際
貸
借
ナ
ル
ヲ
明
証
ス
ヘ
ク
且
該
地
ノ
貢
祖
諸
役
モ
文
政
年
中*  *  
ヨ
リ
殆
ト
六
十
余
年
*  *  
西
暦
一
八
一
八
～
間
被
告
人
ヨ
リ
相
納
メ
来
リ
加
之
明
治
五
年
地
券
証
三
〇
年
モ
被
告
人
ニ
於
テ
拝
受
セ
ル
上
ハ
倍
々
田
地
売
切
ニ
非
ラ
ス
シ
テ
実
際
貸
借
タ
ル
コ
ト
明
白
疑
ナ
シ
 
（
注
　
）
２５
案
伺
】
然
ル
上
ハ
地
券
名
前
切
替
ヲ
要
求
ス
ル
権
利
無
之
者
ニ
付
受
理
セ
ス
却
下
候
事
〔
二
五
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
六
Ａ
〕【
一
七－
二
】【
原
告
人
の
陳
地
券
証
名
前
切
替
要
求
ノ
訴
御
目
安
糺
ニ
付
原
告
人
左
ニ
申
上
候
第
一
章
第
一
条
今
般
訴
上
候
証
書
題
目
ニ
売
預
ケ
ト
有
之
ハ
田
地
ヲ
売
渡
シ
直
々
預
リ
小
作
致
ス
ト
ノ
旨
趣
ニ
候
事
第
二
条
年
貢
諸
役
ハ
被
告
人
ヨ
リ
相
納
メ
居
リ
候
尤
加
子
地
米
弐
石
ハ
明
治
七
年
迠
受
取
リ
来
リ
候
事
第
三
条
明
治
五
年
地
券
発
行
ノ
節
モ
論
地
々
券
証
申
受
方
村
役
場
ヘ
申
出
候
処
〔
二
六
Ｂ
〕
村
役
人
ニ
於
テ
村
方
名
寄
帖
ノ
名
前
未
タ
被
告
人
名
前
ニ
相
成
リ
居
ル
ニ
付
得
渡
不
申
と
く
と
 
（
注
　
）
２６
述
書
】
（
　
　
　
）
─　　─380
一
〇
一
一
〇
一
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
段
申
答
ヘ
候
間
今
日
迠
被
告
人
ヘ
掛
合
ヲ
遂
ケ
居
リ
候
事
第
四
条
論
地
ノ
地
券
証
ハ
既
ニ
被
告
人
申
受
ケ
居
リ
候
事
右
之
通
相
違
不
申
上
候
以
上
明
治
十
年
一
月
十
八
日
Ｙ
Ｎ
又
兵
衛
印
〔
二
七
Ａ
〕【
一
八
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
印
税
付
訴
状
却
下
候
事
明
治
十
年
一
月
二
十
日
印*  主
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
小
島
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
十
九
日
貸
金
催
促
之
訴
状
廣
島
縣
 
（
注
　
）
２７
反
則
ニ
安
藝
国
廣
島
水
主
町
□
□
□
□
□
番
次
新
□
□
番
邸
商
Ｔ
Ｎ
徳
藏
第
貳
百
八
十
七
号
〔
二
七
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
八
Ａ
〕【
一
九
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
件
本
人
請
人
ヘ
係
リ
一
時
ニ
請
求
シ
且
印
税
付
訴
状
却
下
候
事
印*  
明
治
十
年
一
月
廿
日
主
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
小
島
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
十
七
日
貸
金
催
促
ノ
訴
状
廣
島
縣
備
後
國
奴
可
郡
 
（
注
　
）
２８
反
則
ニ
（
　
　
　
）
─　　─381
一
〇
〇
一
〇
〇
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
所
尾
村
□
□
□
番
邸
Ｍ
Ｏ
榮
次
郎
同
居
農
Ｔ
Ｎ
有
一
郎
第
貳
百
三
十
九
号
〔
二
八
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
二
九
Ａ
〕【
二
〇
】【
年
賦
金
渋
滞
請
求
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
訴
ハ
金
主
数
名
ナ
ル
ニ
付
独
〔
リ
〕
Ｈ
Ｏ
臺
三
郎
耳のみ
原
告
タ
ル
理
由
無
之
ニ
付
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
「
小
島
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
十
九
日
年
賦
金
渋
滞
請
求
之
訴
状
廣
島
縣
備
後
國
惠
蘇
郡
川
北
村
□
□
□
□
□
番
邸
農
Ｈ
Ｋ
廣
三
郎*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
に
は
第
三
百
貳
号
「
Ｈ
Ｏ
臺
三
郎
」
〔
二
九
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
〇
Ａ
〕【
二
一
】【
山
代
価
残
金
請
求
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
売
買
セ
シ
地
所
分
割
境
界
ノ
紛
争
ア
ツ
テ
他
ニ
証
憑
無
之
旨
申
立
到
底
違
約
ノ
事
由
分
明
ナ
ラ
サ
ル
上
ハ
代
金
請
求
ノ
筋
無
之
者
ニ
付
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
一
月
廿
三
日
却
下
主
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
十
九
日
山
代
価
残
金
請
求
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
国
廣
島
六
丁
目
下
組
□
□
□
□
□
□
番
邸
商
Ｍ
Ｍ
唐
一*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
同
縣
同
国
廣
島
研
屋
町
□
□
□
「
Ｍ
Ｍ
唐
一
」
の
み
（
　
　
　
）
─　　─382
九
九
九
九
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
番
邸
Ｎ
Ｈ
善
助
方
ニ
寄
留
商
Ｓ
Ｍ
萬
三
郎
第
貳
百
九
十
四
号
〔
三
〇
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
一
Ａ
〕【
二
一
－
二
】【
原
告
人
陳
明
治
十
年
第
貳
百
九
拾
四
号
山
代
価
残
金
請
求
ノ
訴
御
審
問
ヲ
受
原
告
人
左
ニ
申
上
候
第
壱
条
該
証
書
中
西
ヘ
拾
三
間
分
割
云
々
記
載
ア
ル
ハ
只
ニ
拾
三
間
丈
ケ
売
渡
シ
タ
ル
旨
趣
ナ
レ
ト
モ
其
実
際
ニ
於
テ
ハ
図
面
ノ
通
リ
十
九
号
杭
ヨ
リ
下
タ
六
号
杭
ヘ
見
通
シ
右
六
号
杭
ヨ
リ
西
ヘ
十
三
間
ノ
処
ヨ
リ
東
悉
皆
売
渡
タ
ル
結
約
ナ
ル
ヲ
被
告
ニ
於
テ
ハ
今
更
其
分
割
経
界
ニ
付
異
議
申
争
到
庭
境
界
紛
争
ノ
訴
ナ
リ
尤
境
界
ノ
証
拠
ハ
一
切
無
之
候
事
〔
三
一
Ｂ
〕
右
之
通
相
違
不
申
上
候
已
上
 
（
注
　
）
２９
述
書
】
明
治
十
年
一
月
廿
二
日
Ｍ
Ｍ
唐
一
印
Ｓ
Ｍ
万
三
郎
印
〔
三
二
Ａ
〕【
二
二
】【
証
書
面
日
数
字
記
入
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
件
Ｈ
Ｄ
ソ
ワ
Ｈ
Ｄ
ス
ワ
宛
ノ
両
通
証
書
ヲ
以
Ｔ
Ｍ
ス
ワ
訴
出
ル
処
Ｈ
Ｄ
ソ
ワ
并
同
ス
ワ
ハ
Ｔ
Ｍ
ス
ワ
タ
ル
ノ
事
由
無
ケ
レ
ハ
受
理
難
及
訴
状
却
下
候
事
印*  
明
治
十
年
一
月
廿
三
日
廿
三
日
却
下*  *  
主
「
山
田
」*  *  *   
 **  
二
カ
所
に
朱
書
き
副
「
一
色
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
*  *  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
二
日
証
書
面
日
数
字
記
入
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
鉄
砲
屋
町
五
百
八
番
邸
寄
留
（
　
　
　
）
─　　─383
九
八
九
八
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
京
都
府
士
族
関
定*  *  *  *  
*  *  *  *  
目
次
欄
は
「
Ｔ
Ｍ
ス
ワ
」
第
三
百
十
六
号
〔
三
二
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
三
Ａ
〕【
二
三
】【
売
掛
代
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
訴印
税
規
則
付
受
理
不
及
候
事
印*  
明
治
十
年
一
月
廿
三
日
一
月
廿
三
日
却
下*  *  
主
「
山
田
」*  *  *  
*  *  
二
カ
所
に
朱
書
き
副
「
一
色
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
*  *  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
二
日
売
掛
代
金
催
促
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
沼
田
郡
竹
屋
村
 
（
注
　
）
３０
違
反
ニ
□
□
□
□
□
番
次
新
□
番
邸
士
族
Ｎ
Ｊ
常
太
郎
第
三
百
貳
十
号
〔
三
三
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
四
Ａ
〕【
二
四
】【
貸
米
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
訴
印
税
反
ニ
付
受
理
不
及
候
事
印*  
明
治
十
年
一
月
廿
三
日
一
月
廿
日
三
日
却
下*  *  
主
「
山
田
」*  *  *   
 **  
二
カ
所
に
朱
書
き
副
「
一
色
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
*  *  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
二
十
二
日
貸
米
催
促
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
安
藝
郡
大
須
賀
村
千
百
八
十
三
番
邸
農
奥
本
數
奇
男
 
（
注
　
）
３１
規
則
違
（
　
　
　
）
─　　─384
九
七
九
七
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
第
三
百
十
五
号
〔
三
四
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
五
Ａ
〕【
二
五
】【
地
券
書
換
請
求
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
借
用
金
証
文
ヲ
以
地
券
書
換
請
求
ス
ヘ
キ
筋
合
無
之
ニ
付
該
訴
受
理
不
及
訴
状
却
下
候
事
印*  
明
治
十
年
一
月
廿
二
日
一
月
廿
三
日
却
下*  *  
主
「
山
田
」*  *  *  
*  *  
二
カ
所
に
朱
書
き
副
「
松
野
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
*  *  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
日
地
券
書
換
請
求
訴
状
廣
島
縣
備
後
國
御
調
郡
三
原
町
千
九
番
邸
農
赤
松
常
七*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
「
Ｅ
Ｄ
判
次
郎
」
第
三
百
六
号
〔
三
五
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
六
Ａ
〕【
二
六
】【
証
書
改
換
請
求
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
訴
被
告
人
〔
ニ
〕
於
テ
自
儘
ノ
証
書
差
越
シ
事
実
相
違
シ
タ
ル
旨
ニ
テ
証
書
改
換
ヲ
請
求
ス
ト
雖
〔
ト
モ
〕
証
書
書
改
ム
ヘ
キ
ト
ノ
定
約
モ
無
ク
事
実
ノ
相
違
ヲ
了
知
ス
ヘ
キ
憑
拠
モ
無
之
上
ハ
採
上
準
理
難
及
訴
状
却
下
候
事
印*  
明
治
十
年
一
月
廿
四
日
主
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
二
十
三
日
証
書
改
換
請
求
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
銀
山
町
□
□
□
□
番
邸
（
　
　
　
）
─　　─385
九
六
九
六
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
商
Ｋ
Ｎ
正
次
郎*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
第
三
百
四
十
三
号
「
Ｋ
Ｎ
庄
次
郎
」
〔
三
六
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
三
七
Ａ
〕【
二
七
】【
年
賦
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
被
告
身
代
限
掲
示
去
訴
ヘ
出
ル
ヲ
以
テ
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
「
不
明
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
不
明
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
二
日
年
賦
金
催
促
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
榎
町
六
百
廿
九
番
次
新
十
五
番
邸
平
民
原
田
東
三
郎*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
第
三
百
三
十
九
号
「
Ｍ
Ｋ
和
吉
」
〔
三
七
Ｂ
〕
 
（
注
　
）
３２
日
限
過
（
記
述
な
し
）
〔
三
八
Ａ
〕【
二
八
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
原
告
ニ
於
テ
本
訴
ノ
貸
金
ハ
被
告
ヨ
リ
四
拾
円
ノ
証
書
受
取
三
拾
九
円
貸
渡
セ
シ
旨
申
立
テ
而
シ
テ
四
拾
円
請
求
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
訴
状
却
下
候
事
印*  
主
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
四
日
貸
金
催
促
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
沼
田
郡
楠
木
村
□
番
邸
商
Ｔ
Ｔ
為
次
郎
第
三
百
七
十
八
号
〔
三
八
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
（
　
　
　
）
─　　─386
九
五
九
五
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
〔
三
九
Ａ
〕【
二
九
】【
山
代
金
取
戻
し
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
仝
年
月
日
ノ
両
証
ヲ
掲
ル
上
ハ
一
件
二
途
ノ
結
約
ナ
ル
ニ
付
何
レ
ヲ
以
テ
根
拠
ト
ナ
ス
可
キ
者
乎
分
明
ナ
ラ
ス
仍
テ
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
四
日
山
代
金
取
戻
シ
之
訴
状
廣
島
縣
備
後
ノ
国
御
調
郡
三
ノ
庄
村
□
□
□
□
□
番
邸
農
Ｅ
Ｚ
三
兵
衛
第
三
百
八
十
七
号
〔
三
九
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
〇
Ａ
〕【
三
〇
】【
買
受
鐵
請
求
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
買
受
ル
鉄
請
求
ハ
売
掛
ケ
代
金
ノ
反
対
ニ
シ
テ
其
質
仝
一
ナ
リ
然
ラ
ハ
明
治
六
年
第
三
百
六
十
照
シ
既
ニ
出
訴
期
限
ヲ
過
去
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
フ
ク
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
四
日
買
受
鐵
請
求
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
国
廣
島
四
丁
目
七
百
八
拾
壹
番
邸
商
金
子
新
七*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
「
Ｎ
Ｓ
宇
太
郎
」
第
三
百
八
十
壱
号
〔
四
〇
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
一
Ａ
〕【
三
一
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
 
（
注
　
）
３３
二
号
ニ
（
　
　
　
）
─　　─387
九
四
九
四
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
本
訴
請
求
ノ
金
額
ハ
他
ニ
負
債
主
Ｓ
Ｄ
太
郎
冶
ノ
証
書
所
持
セ
ル
旨
申
立
ル
上
ハ
其
証
ヲ
閣
キ
借
主
ニ
非
〔
サ
〕
ル
Ｎ
Ｓ
助
右
衛
門
外
三
名
ヲ
被
告
ト
ス
ル
筋
無
之
ニ
付
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
四
日
貸
金
催
促
ノ
訴
状
廣
島
縣
備
後
国
芦
田
郡
中
須
村
□
□
□
□
番
邸
農
Ｋ
Ｔ
郁
太
郎*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
「
Ｔ
Ｈ
杢
兵
衛
」、
第
三
百
八
十
八
号
「
Ｋ
Ｔ
郁
太
郎
」
は
そ
の
代
〔
四
一
Ｂ
〕
人
（
記
述
な
し
）
〔
四
二
Ａ
〕【
三
一
－
二
】【
原
告
代
人
の
陳
明
治
十
年
第
三
百
八
十
八
号
 
（
注
　
）
３４
述
書
】
貸
金
催
促
ノ
訴
御
目
安
糺
ニ
付
原
告
代
人
左
ニ
申
上
候
第
一
条
本
訴
証
書
中
本
人
云
々
記
載
ノ
儀
ハ
Ｓ
Ｄ
太
郎
次
ノ
借
財
ニ
テ
該
訴
ノ
外
別
ニ
地
所
書
入
レ
ノ
公
証
書
仝
人
ヨ
リ
受
取
所
持
仕
候
ヘ
ト
モ
返
済
セ
サ
ル
ニ
付
該
訴
被
告
人
取
扱
ニ
テ
取
極
書
面
ナ
ル
ヲ
以
記
載
セ
シ
者
ニ
付
全
ク
受
人
ノ
旨
趣
ト
相
心
得
候
事
右
ノ
通
相
違
無
申
上
候
已
上
明
治
十
年
一
月
廿
六
日
〔
四
二
Ｂ
〕
Ｋ
Ｔ
郁
太
郎*  
印
*  
原
告
代
人
〔
四
三
Ａ
〕【
三
二
】【
買
付
米
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
被
告
身
代
限
掲
示
日
限
過
去
訴
出
ル
者
ニ
付
 
（
注
　
）
３５
請
求
】
（
　
　
　
）
─　　─388
九
三
九
三
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
一
月
廿
七
日主
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
九
年
十
二
月
八
日
買
付
米
請
求
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
小
町
千
八
十
三
番
邸
士
族
吉
井
護*  *  *  
*  *  *  
『
訴
状
受
取
録
』
に
は
第
三
千
五
百
八
十
六
号
代
言
人
と
表
記
し
て
〔
四
三
Ｂ
〕
い
る
（
記
述
な
し
）
〔
四
四
Ａ
〕【
三
三
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
ハ
借
主
貳
名
ヲ
置
キ
加
印
ノ
者
壱
名
ヲ
相
手
取
出
訴
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
受
理
セ
ズ
訴
状
却
下
候
事
印*  
主
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
と
張
紙
に
朱
書
き
副
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
と
張
紙
に
朱
書
き
明
治
十
年
一
月
廿
六
日
貸
金
催
促
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
研
屋
町
三
百
五
番
邸
商
岡
謙
藏*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
に
は
「
Ｓ
Ｔ
常
吉
」
第
四
百
十
五
号
〔
四
四
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
五
Ａ
〕【
三
四
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
ハ
借
主
三
名
ノ
内
Ｋ
Ｔ
八
郎
ヨ
リ
貸
金
三
分
ノ
一
ヲ
受
取
ル
ニ
付
仝
人
ヲ
除
キ
残
ル
貳
名
ヲ
相
手
取
ル
モ
右
貳
名
ニ
於
テ
八
郎
ハ
借
主
ノ
限
ニ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
承
諾
ノ
証
モ
之
レ
ナ
キ
以
上
ハ
八
郎
ヲ
除
ク
ノ
謂
レ
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
依
テ
受
理
セ
ズ
訴
状
却
下
候
事
（
　
　
　
）
─　　─389
九
二
九
二
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
印*  
主
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
六
日
貸
金
催
促
ノ
訴
状
廣
島
縣
安
藝
国
廣
島
寺
町
三
百
三
番
邸
ヘ
寄
留
士
族
岡
野
林
藏*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
第
四
百
十
六
号
「
Ｈ
Ｂ
源
三
郎
」
〔
四
五
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
六
Ａ
〕【
三
五
】【
貸
金
違
約
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
本
訴
証
書
ハ
地
所
書
入
証
ヲ
返
戻
ス
ヘ
キ
主
旨
ナ
ル
乎
分
明
ナ
ラ
サ
ル
耳
ナ
ラ
ス
其
書
入
証
ハ
原
被
告
六
名
ノ
連
借
ナ
ル
旨
申
立
ル
上
ハ
債
主
ヘ
対
シ
共
ニ
返
金
ノ
義
務
ア
ル
者
ナ
リ
然
ラ
ハ
原
告
ニ
於
テ
ハ
自
己
ノ
返
弁
ヲ
閣
キ
啻
ニ
証
書
ヲ
請
求
ス
ル
筋
無
之
ニ
付
受
理
セ
ス
却
下
候
事
印*  
主
「
松
野
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
九
日
貸
金
違
約
訴
状廣
島
縣
安
藝
國
山
縣
郡
吉
木
村
□
□
□
□
□
番
邸
農
Ｙ
Ｍ
増
兵
衛
第
四
百
五
十
八
号
〔
四
六
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
八
Ａ
〕【
三
六
】【
貸
米
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
請
求
米
額
ノ
内
売
掛
代
有
リ
テ
月
賦
ノ
最
後
明
治
七
年
三
月
十
五
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
起
算
ス
ル
モ
已
ニ
其
ノ
出
訴
期
限
ナ
ル
壱
年
ヲ
過
去
リ
然
レ
バ
該
訴
ハ
已
ニ
出
訴
ノ
権
利
ヲ
失
ヒ
タ
ル
者
ヲ
混
淆
ス
ル
ニ
因
リ
受
理
セ
ズ
訴
状
 
（
注
　
）
３６
催
促
】
 
（
注
　
）
３７
タ
リ
（
　
　
　
）
─　　─390
九
一
九
一
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
却
下
候
也
印*  
主
「
粕
屋
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
一
色
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
廿
九
日
貸
米
催
促
ノ
訴
状廣
島
縣
備
後
國
惠
蘇
郡
川
北
村
□
□
□
□
□
番
邸
農
Ｋ
Ｙ
卯
平*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
「
Ｋ
Ｄ
第
四
百
五
十
五
号
清
三
郎
」
原
告
代
人
〔
四
八
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
七
Ａ
〕【
三
六－
二
】【
原
告
代
人
陳
明
治
十
年
第
四
百
五
十
五
号
Ｋ
Ｄ
清
三
郎
ヨ
リ
Ａ
Ｍ
武
左
エ
門
ヘ
掛
ル
貸
米
催
促
訴
御
審
問
ヲ
受
ケ
原
告
代
人
左
ニ
申
上
候
該
証
書
面
分
ケ
書
ノ
内
第
一
項
ハ
明
治
六
年
三
月
貸
付
第
二
項
ハ
明
治
六
年
十
一
月
受
取
ル
ベ
キ
者
第
三
項
ハ
明
治
六
 
（
注
　
）
３８
述
書
】
年
三
月
ニ
山
ヲ
売
渡
シ
其
十
月
代
米
受
取
ル
ベ
キ
ナ
リ
右
三
口
合
算
シ
テ
該
証
書
ノ
通
リ
鉄
ニ
テ
月
賦
返
償
ノ
約
ヲ
結
ビ
候
事
右
之
通
相
違
不
申
上
候
以
上
〔
惠
蘇
郡
〕*  *  
*  *  
三
文
字
棒
線
で
明
治
十
年
一
月
三
十
一
日
Ｋ
Ｙ
卯
平
印
抹
消
さ
れ
て
い
る
〔
四
七
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
四
九
Ａ
〕【
三
七
】【
御
裁
決
不
履
行
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
始
審
ノ
裁
判
ヲ
受
ケ
タ
ル
ニ
〔
曲
者
ニ
於
テ
〕*  *  
已
ニ
*  *  
〔
〕
内
五
文
字
控
訴
期
限
ヲ
過
去
リ
タ
ル
後
尚
朱
抹
さ
れ
て
曲
者
ニ
於
テ
其
裁
判
ヲ
履
行
セ
ザ
レ
バ
其
旨
ヲ
裁
判
い
る
所
ニ
具
状
ス
ル
ニ
止
リ
再
ビ
訴
出
ル
ノ
限
ニ
非
ズ
印*  
主
「
粕
屋
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
副
「
山
田
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
（
　
　
　
）
─　　─391
九
〇
九
〇
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
明
治
十
年
一
月
廿
七
日
御
裁
決
不
履
行
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
鉄
砲
屋
町
五
百
弐
番
邸
商
二
宮
豊
三
郎*  *  *  *  
*  *  *  *  
目
次
欄
は
第
四
百
三
十
四
号
「
Ｉ
Ｄ
権
之
丞
」
〔
四
九
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
五
〇
Ａ
〕【
三
八
】【
預
ケ
金
淹
滞
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
実
印
ニ
非
ザ
レ
バ
民
事
裁
判
上
証
拠
ニ
不
相
立
該
訴
証
書
面
Ｓ
Ｇ
豊
太
郎
ハ
実
印
ヲ
押
用
シ
タ
リ
ト
雖
ト
モ
Ｔ
Ｄ
豊
一
ハ
見
印*  *  
ヲ
押
シ
Ｉ
Ｔ
傳
八
ハ
無印
ナ
リ
因
テ
受
理
セ
ズ
訴
状
却
下
候
也
*  *  
見
留
印
の
留
を
印*   
 
略
し
た
も
の
主
「
粕
屋
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
副
「
松
野
」*  *  *  
*  *  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
三
十
一
日
預
ケ
金
淹
滞
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
廣
島
堺
町
□
□
□
□
□
番
邸
商
Ｎ
Ｙ
亀
助*  *  *  *  
*  *  *  *  
目
次
欄
に
は
第
四
百
八
十
五
号
「
Ｋ
Ｇ
要
兵
衛
」
〔
五
〇
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
五
一
Ａ
〕【
三
九
】【
貸
米
淹
滞
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
件
証
書
ニ
於
テ
ハ
他
ノ
両
人
ヨ
リ
元
利
取
立
年
貢
方
ヘ
可
次
戻
ト
ノ
定
約
ニ
シ
テ
該
被
告
ニ
於
テ
原
告
ヘ
対
シ
貸
米
淹
滞
ノ
請
求
ヲ
受
ヘ
キ
義
務
ヲ
負
フ
者
ニ
非
ス
仍
テ
受
理
不
及
ノ
訴
状
却
下
候
事
印*  
明
治
十
年
二
月
一
日主
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
粕
屋
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
（
　
　
　
）
─　　─392
八
九
八
九
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
明
治
十
年
一
月
三
十
一
日
貸
米
淹
滞
之
訴
状
廣
島
縣
安
藝
國
高
田
郡
上
小
原
村
□
□
□
□
番
邸
農
Ｓ
Ｍ
久
五
郎*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
に
は
第
四
百
七
十
七
号
「
Ｎ
Ｙ
亀
助
」
〔
五
一
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
〔
五
二
Ａ
〕【
四
〇
】【
貸
金
催
促
】
印*  
*  
「
横
地
安
信
」
の
丸
朱
印
該
訴
印
税
付
受
理
不
及
候
事
印*  
明
治
十
年
二
月
一
日
主
「
山
田
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
副
「
粕
屋
」*  *  
*  *  
丸
朱
印
明
治
十
年
一
月
三
十
一
日
貸
金
催
促
之
訴
状
 
（
注
　
）
３９
犯
則
ニ
廣
島
縣
安
藝
國
賀
茂
郡
寺
家
村
四
百
六
十
二
番
屋
敷
農
三
宅
武
四
郎*  *  *  
*  *  *  
目
次
欄
は
第
四
百
六
十
四
号
「
Ｓ
Ｔ
Ｄ
八
十
七
」
〔
五
二
Ｂ
〕
（
記
述
な
し
）
【
本
号
分
了
】
三
　
注
　
　
の
　
　
部
一
凡
例
（
一
）
（
１
）
本
稿
は
、『
明
治
十
年
却
下
文
書
』
と
題
す
る
簿
冊
の
紹
介
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
簿
冊
は
、
現
在
、
広
島
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
紙
に
は
、
標
題
の
他
に
「
番
號
民
第
二
五
號
ノ
一
裁
判
所
名
廣
島
地
方
裁
判
所
民
事
部
保
存
始
期
明
治
十
一
年
保
存
終
期
明
治
永
久
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
表
紙
の
寸
法
は
、
縦
二
四
・
五
㎝
、
横
一
六
・
二
㎝
、
厚
さ
四
・
五
㎝
。
な
お
、
末
尾
の
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
　
　
　
）
─　　─393
八
八
八
八
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
同
裁
判
所
に
は
、
も
う
一
冊
『
自
明
治
十
二
年
至
同
十
三
年
却
下
文
書
』（
民
第
二
五
號
ノ
二
止
）
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。（
表
紙
も
「
番
號
民
第
二
五
號
ノ
二
裁
判
所
名
廣
島
地
方
裁
判
所
民
事
部
保
存
始
期
明
治
十
四
年
保
存
終
期
明
治
永
久
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
）。
却
下
関
係
の
簿
冊
で
同
裁
判
所
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
二
冊
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
後
者
は
、
標
題
は
「
却
下
文
書
」
で
あ
る
が
、
そ
の
「
目
次
」
に
続
く
中
表
紙
に
は
「
棄
却
文
書
編
冊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
中
に
は
「
訴
答
状
却
下
」
の
文
言
も
見
え
る
の
で
、
当
時
は
棄
却
と
却
下
の
用
語
は
必
ず
し
も
確
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。
本
簿
冊
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
訴
状
却
下
」
の
事
件
数
は
、
目
次
の
表
に
よ
る
と
、
全
部
で
二
〇
六
件
で
あ
る
。
本
簿
冊
は
、
か
つ
て
国
立
大
学
法
学
部
の
一
時
保
管
を
経
て
国
立
公
文
書
館
へ
再
移
管
さ
れ
た
判
決
原
本
の
う
ち
、
時
期
が
重
な
る
広
島
地
方
裁
判
所
の
『
明
治
十
年
（
民
事
）
判
決
原
本
』
と
は
、
内
容
上
、
重
複
す
る
事
件
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
（
２
）
本
簿
冊
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
「
訴
状
」
に
は
、
却
下
理
由
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
（
解
題
四
に
あ
る
明
治
八
年
司
法
省
甲
第
十
六
号
布
達
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
本
簿
冊
に
は
、
訴
状
の
他
に
、
当
事
者
で
あ
る
原
告
（
人
）・
被
告
（
人
）
の
陳
述
書
（
口
供
書
）
な
ど
、
当
該
事
件
と
密
接
に
関
連
す
る
書
類
が
訴
状
と
と
も
に
、
ま
た
は
訴
状
の
代
わ
り
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
が
、
記
録
保
存
の
た
め
に
最
小
限
度
の
も
の
を
除
い
て
廃
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
裁
判
所
の
裁
判
活
動
の
中
心
部
を
示
す
記
録
と
し
て
『
判
決
原
本
』
と
『
訴
状
受
取
録
』
乃
至
『
事
件
簿
』
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
『
却
下
文
書
』
は
そ
れ
ら
と
相
補
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
、
判
決
原
本
と
は
別
に
編
綴
し
て
保
管
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
『
却
下
文
書
』
と
銘
打
っ
た
も
の
が
廃
棄
を
免
れ
て
い
ま
に
至
る
ま
で
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
明
治
前
半
期
の
裁
判
所
制
度
の
草
創
期
に
関
す
る
史
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
奇
蹟
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
３
）
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
最
初
の
事
件
か
ら
一
月
三
一
日
の
日
付
の
あ
る
訴
状
の
部
分
四
〇
件
を
紹
介
す
る
。
本
簿
冊
の
四
分
の
一
程
度
に
あ
た
る
。
も
っ
と
も
本
簿
冊
末
尾
の
事
件
は
、
明
治
一
〇
年
三
月
七
日
付
け
と
な
っ
て
お
り
、
最
も
番
号
の
大
き
い
事
件
（
第
二
六
一
二
号
）
は
、
六
月
一
日
付
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
年
間
を
通
し
て
編
綴
し
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
本
簿
冊
冒
頭
の
二
件
は
、
訴
状
の
日
付
が
明
治
九
年
一
二
月
二
二
日
と
一
二
月
二
八
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
で
の
受
付
日
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
二
件
は
、
明
治
一
〇
年
一
月
六
日
に
裁
判
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
明
治
九
年
訴
状
受
取
録
』（
民
第
六
号
ノ
三
）
の
中
に
該
当
す
る
事
件
番
号
の
記
録
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
、
裁
判
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
、『
明
治
九
年
訴
状
受
取
録
』（
民
第
六
号
ノ
三
）
に
は
、
最
終
の
受
付
事
件
は
「
一
二
月
二
八
日
第
三
千
八
百
六
号
」
と
あ
る
。
当
時
の
訴
訟
事
件
の
申
立
て
数
が
多
か
っ
た
こ
と
が
解
る
。
（
　
　
　
）
─　　─394
八
七
八
七
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
（
４
）
広
島
地
方
裁
判
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
『
明
治
十
年
訴
状
受
取
録
』
は
「
民
第
六
号
ノ
五
」
及
び
「
同
六
」
の
簿
冊
番
号
を
附
し
た
二
冊
が
あ
り
、『
明
治
九
年
訴
状
受
取
録
』
の
続
き
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
の
事
件
番
号
が
「
千
百
四
十
五
号
」
な
の
で
、「
民
第
六
号
ノ
四
」
の
簿
冊
が
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
は
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
簿
冊
の
前
半
に
収
載
さ
れ
て
い
る
若
い
番
号
の
事
件
に
つ
い
て
は
、『
訴
状
受
取
録
』
の
記
録
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
二
）
（
１
）
本
簿
冊
に
は
、「
訴
状
」
の
ほ
か
、
当
事
者
が
「
目
安
糺
」
の
審
問
に
際
し
て
提
出
し
た
「
申
立
書
」（
口
供
、
申
口
な
ど
）
や
担
当
裁
判
官
に
よ
り
起
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
訴
状
却
下
案
（
伺
）」
な
ど
が
併
せ
て
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
墨
の
手
書
き
の
文
書
で
、
袋
綴
じ
で
あ
る
。
「
事
件
番
号
」
お
よ
び
訴
状
本
体
に
書
か
れ
て
い
る
「
却
下
理
由
」、
と
き
に
は
「
担
当
裁
判
官
」
や
却
下
の
「
裁
判
日
」
が
、
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
本
簿
冊
中
の
「
訴
状
等
」
に
記
さ
れ
て
い
る
事
件
と
『
訴
状
受
取
録
』
の
記
載
と
を
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
（
明
治
九
年
の
事
件
番
号
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
載
事
項
も
、
注
の
な
か
に
示
す
よ
う
に
し
た
。
（
３
）
本
文
中
の
旧
漢
字
は
、
住
所
、
氏
名
を
除
い
て
常
用
漢
字
で
表
記
し
、
読
み
づ
ら
い
漢
字
に
は
適
宜
ひ
ら
が
な
で
ル
ビ
を
振
っ
た
。
（
４
）
「
申
立
書
」
な
ど
の
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
ま
た
は
一
一
行
の
黒
ま
た
は
藍
の
罫
紙
で
袋
綴
じ
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
や
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。
（
５
）
「
訴
状
」
は
、
白
無
地
の
半
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
訴
状
の
余
白
に
却
下
の
理
由
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
訴
状
の
例
は
、
末
尾
の
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
６
）
裁
判
官
、
代
言
人
、
職
業
的
な
代
人
と
思
わ
れ
る
者
な
ど
、
公
の
職
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
住
所
、
氏
名
は
そ
の
ま
ま
に
表
記
し
た
。
原
告
（
人
）、
被
告
（
人
）、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
代
人
、
証
人
な
ど
の
個
人
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
の
趣
旨
に
則
り
、
そ
の
住
所
の
一
部
に
つ
い
て
伏
字
□
□
□
に
し
、
人
名
に
つ
い
て
は
姓
／
氏
の
部
分
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
記
し
た
。
判
読
困
難
な
文
字
も
□
□
で
示
し
、
脚
注
で
そ
の
旨
を
記
し
た
。（７
）
「
目
次
」
に
は
原
告
（
人
）
と
被
告
（
人
）
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
簿
冊
に
は
、
訴
状
本
体
に
被
告
（
人
）
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
被
告
（
人
）
の
氏
名
を
記
載
し
た
用
紙
は
編
綴
に
際
し
除
か
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
（
８
）
用
紙
は
袋
綴
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
広
げ
れ
ば
右
側
の
半
葉
に
は
（
　
　
　
）
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号
［
丁
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＋
Ａ
］
を
、
左
側
の
半
葉
に
は
「
丁
数
＋
Ｂ
」
を
入
れ
た
。〔
Ｂ
〕
葉
が
白
紙
の
場
合
は
（
記
述
な
し
）
と
記
入
し
た
。
（
９
）
用
紙
の
末
尾
に
空
白
の
行
が
あ
る
と
き
は
、
三
行
以
下
の
と
き
は
そ
の
行
数
分
を
空
け
、
三
行
以
上
の
と
き
は
三
行
を
空
け
た
。
（
）
次
の
事
件
と
の
間
に
は
三
行
を
空
け
、
前
の
丁
の
余
白
が
三
行
以
１０
上
の
と
き
は
四
行
を
空
け
た
。
（
）
「
訴
状
」
ま
た
は
「
訴
状
却
下
案
（
伺
）」
な
ど
で
独
立
し
た
事
件
１１
の
場
合
、
冒
頭
の
丁
数
の
下
に
、【
事
件
番
号
】
お
よ
び
【
事
件
名
】
を
強
調
カ
ギ
括
弧
で
表
記
し
た
。
な
お
、
事
件
番
号
は
編
集
の
便
宜
上
、
わ
れ
わ
れ
が
付
け
、
事
件
名
は
訴
状
等
の
表
現
に
倣
っ
て
書
き
出
し
た
。
そ
の
他
の
文
書
、
例
え
ば
、「
原
（
被
）
告
（
人
）
の
申
立
書
」
な
ど
が
訴
状
と
併
せ
て
編
綴
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
事
件
番
号
に
枝
番
号
を
付
け
た
。
（
）
「
訴
状
」
の
読
下
し
の
記
載
の
順
序
に
つ
い
て
。
定
型
的
に
表
示
す
１２
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
却
下
理
由
な
ど
は
訴
状
の
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
項
目
が
必
ず
し
も
順
序
立
っ
て
並
ん
で
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
部
を
並
べ
替
え
て
、
以
下
の
順
序
で
記
す
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
「
却
下
理
由
（
本
文
、
日
付
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
も
併
せ
て
）」、「
担
当
裁
判
官
（
主
某
、
副
某
）」、「
訴
状
提
出
（
ま
た
は
受
付
）
の
年
月
日
」、
「
事
件
名
（
訴
名
）」、「
原
告
（
人
）
の
住
所
氏
名
」、「
事
件
番
号
」
の
順
に
記
し
た
。
前
二
者
お
よ
び
事
件
番
号
は
、
裁
判
所
側
で
記
入
し
た
も
の
で
、
朱
書
き
で
あ
る
。
他
の
三
者
は
、
原
告
（
人
）
側
で
記
入
し
た
も
の
で
、
黒
の
墨
書
き
で
あ
る
。
な
お
、
実
際
の
訴
状
で
は
、
裁
判
の
日
付
が
訴
状
の
日
付
よ
り
後
で
あ
る
が
、
表
記
に
あ
た
り
、
前
者
の
方
が
前
の
位
置
に
く
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「
事
件
番
号
」
は
、
訴
状
の
末
尾
に
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
も
訴
状
の
最
後
尾
に
置
い
た
。
な
お
、
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
）
担
当
裁
判
官
を
示
す
「
主
○
○
」「
副
○
○
」
の
位
置
は
、
１３
「
却
下
理
由
」
の
後
ろ
に
統
一
し
た
。
ほ
と
ん
ど
丸
朱
印
で
あ
る
が
、
朱
の
手
書
き
や
附
箋
に
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。
附
箋
や
朱
書
き
の
場
合
、
印
鑑
と
二
カ
所
に
ダ
ブ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
箇
だ
け
の
表
記
と
し
た
。
な
お
、「
訴
状
却
下
案
／
伺
」
な
ど
の
書
類
の
み
が
編
綴
さ
れ
、
訴
状
本
体
が
編
綴
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
訴
状
本
体
は
失
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
）
訴
状
以
外
の
書
面
、
即
ち
当
事
者
か
ら
の
「
申
立
書
（
口
供
書
）」
１４
や
「
訴
状
却
下
案
（
伺
）」
な
ど
は
で
き
る
だ
け
簿
冊
中
の
体
裁
に
従
っ
た
。
本
稿
の
一
行
の
文
字
数
が
、
印
刷
の
一
行
の
文
字
数
を
超
え
る
と
き
は
、
二
行
に
な
っ
た
。
（
）
複
合
文
字
は
、
一
字
ず
つ
に
分
け
て
記
し
た
（
例
、（
雖
）
は
１５
（
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方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
「
ト
モ
」、「
」
は
「
ト
キ
」）。
そ
の
他
、
略
記
や
略
字
は
、
例
え
ば
、「
十
」
は
等
、
略
字
の
「
」
は
コ
ト
、
な
ど
と
表
記
し
た
。
（
）
『
法
令
全
書
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
図
書
と
原
書
房
１６
に
よ
る
復
刻
版
を
併
用
し
た
。
二
個
別
事
件
に
つ
い
て
の
注
（
注
１
）　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
「
司
法
省
達
第
十
四
号
」（
九
月
十
九
日
）「
訴
訟
入
費
償
却
仮
規
則
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
（
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
以
下
の
法
令
に
つ
い
て
も
同
じ
）。
　「
従
来
訴
訟
入
費
之
儀
ハ
原
告
被
告
共
自
費
或
ハ
居
村
町
ノ
費
用
ニ
相
成
且
証
人
引
合
之
者
等
ハ
他
人
争
訟
之
為
メ
自
己
の
職
業
ヲ
廃
シ
貧
窮
之
者
ニ
至
リ
候
而
ハ
家
族
活
計
之
道
ニ
モ
差
響
往
々
難
渋
致
候
者
不
少
不
都
合
之
次
第
ニ
付
差
向
今
般
別
紙
規
則
之
通
相
定
候
条
向
後
右
入
費
之
儀
ハ
原
被
告
ヲ
論
セ
ス
一
切
曲
者
之
一
身
ニ
引
受
償
弁
ス
可
キ
事
」
と
し
、
別
紙
で
「
訴
訟
入
費
償
却
仮
規
則
」
の
表
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、「
一 
訴
状
其
外
事
類
認
料
　
一
枚
十
六
桁
十
五
字
詰
ニ
付
　
十
銭
　
一 
証
人
並
引
合
人
手
当
　
一
日
ニ
付
　
五
十
銭
　
一 
同
旅
費
　
一
里
ニ
付
　
十
銭
　
一 
　
被
告
人
直
ナ
ル
者
手
当
　
一
日
ニ
付
　
五
十
銭
　
但
原
告
人
直
ナ
ル
時
ハ
此
手
当
ナ
シ
　
等
々
」
と
定
め
、
そ
の
末
尾
に
「
右
掲
載
ス
ル
所
ノ
外
臨
時
入
費
有
之
節
ハ
其
分
ト
モ
総
テ
直
者
ノ
難
儀
ニ
不
成
様
曲
者
ヨ
リ
取
立
可
申
尤
原
告
被
告
ト
モ
曲
直
相
半
ス
ル
時
ハ
裁
判
所
ニ
テ
双
方
ニ
割
合
之
ヲ
償
ハ
シ
ム
ヘ
ク
且
双
方
示
談
行
届
タ
ル
節
ハ
各
自
ノ
費
用
ヲ
計
算
シ
テ
銘
々
ヨ
リ
償
却
セ
シ
ム
ベ
シ
」
と
い
う
規
定
を
置
い
て
い
る
。
　
因
み
に
、
白
米
（
一
〇
㎏
）
の
値
段
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年 
五
十
五
銭
、
同
十
（
一
八
七
七
）
年 
五
十
一
銭
。
大
工
の
手
間
賃
（
一
人
一
日
当
り
）
は
、
明
治
元
年 
五
十
銭
、
同
十
年 
四
十
五
銭
（
何
れ
も
東
京
）
と
あ
る
（
週
刊
朝
日
編
『
値
段
の
明
治
大
正
昭
和
風
俗
史
』
一
一
五
、
一
二
一
頁
（
朝
日
新
聞
社 
昭
和
五
六
年
））。
（
注
２
）　『
明
治
九
年 
訴
状
受
取
録
』（
民
第
六
号
ノ
三
）
に
は
、
原
告
は
、
Ｋ
Ｋ 
七
郎
次
外
一
人
、「
冨
田
次
左
衞
門
」（
訴
状
で
は
「
治
左
ヱ
門
」）
が
そ
の
代
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
十
二
月
廿
二
日
　
訴
訟
入
費
請
求
訴
　
　 
原
　
賀
茂
郡
西
野
村 
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
Ｋ
Ｋ
七
郎
次
外
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
人  
冨
田 
次
左
衞
門
 
三
千
七
百
貳
拾
　
　 
十
年
一
月
六
日
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
却 
下
　
　
被
　
同
郡
新
庄
村
水
子
惣
代 
農
 
掛 
一
色 
副 
松
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
Ｓ 
只
吾
」
と
あ
り
、
欄
外
上
部
に
「
決
二
五
ノ
一
」
の
朱
書
き
と
朱
の
○
印
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
注
３
）　『
明
治
九
年 
訴
状
受
取
録
』（
民
第
六
号
ノ
三
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
、「
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
一
月
六
日
却
下
」
と
あ
る
の
は
、
本
書
の
記
載
と
符
合
し
て
い
る
。
「
十
二
月
二
十
八
日
　
貸
金
催
促
訴
　
　
　
　 
原
　
摂
津
國 
堂 
町
二
丁
目
マ
マ
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
Ｉ
Ｔ 
伊
三
郎
（
　
　
　
）
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○ 
却 
下
　
　
　
被
　
賀
茂
郡
三
ツ
村
 
掛 
一
色 
（
副
）
小
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｋ 
兼
藏
」
と
あ
り
、
欄
外
上
部
に
「
決
二
五
ノ
一
」
の
朱
書
き
が
あ
る
。
（
注
４
）　
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
「
太
政
官
布
告
第
九
十
九
号
」（
七
月
六
日
　
輪
廓
附
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
金
穀
等
借
用
証
書
ヲ
其
貸
主
ヨ
リ
他
人
ニ
譲
渡
ス
時
ハ
其
借
主
ニ
証
書
ヲ
書
換
ヘ
シ
ム
ヘ
シ
若
シ
之
ヲ
書
換
ヘ
シ
メ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
貸
主
ノ
譲
渡
証
書
有
之
ト
モ
仍
ホ
譲
渡
ノ
効
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
此
旨
布
告
候
事
　
但
相
続
人
ヘ
譲
渡
候
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
」（『
法
令
全
書
　
明
治
九
年
』
七
三
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
図
書
）。
な
お
、
明
治
九
年
は
西
暦
一
八
七
六
年
に
あ
た
る
。
（
注
５
）　『
明
治
八
年
訴
状
受
取
録
』（
民
第
六
号
ノ
二
）
に
は
、「
家
督
出
入
ノ
訴
」
に
つ
い
て
の
裁
許
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
因
み
に
、
明
治
八
年
は
西
暦
一
八
七
五
年
に
あ
た
る
。
　
な
お
、
当
事
者
間
の
争
い
に
つ
い
て
は
、
広
島
地
方
裁
判
所
保
管
の
『
自
明
治
五
年
至
同
九
年 
裁
判
申
渡
案
』
に
【
二
三
】〔
家
督
相
続
妨
碍
訴
〕【
二
四
】〔
家
督
相
続
妨
碍
控
訴
〕
の
事
件
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
紹
介
に
つ
い
て
、
加
藤 
高
・
紺
谷
浩
司
「
明
治
初
年
、
広
島
県
庁
の
民
事
裁
判
に
つ
い
て
（
一
）
─
─『
自
明
治
五
年
至
同
九
年 
裁
判
申
渡
案
』（
珉
第
二
二
六
号
）
を
中
心
と
し
て
─ 
─
」『
修
道
法
学
』
第
三
四
巻
一
号
（
二
〇
一
一
・
九
）
一
三
七
頁
以
下
〔
一
九
五
～
二
〇
二
頁
〕
参
照
。
（
注
６
）　
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
の
印
刷
が
あ
る
。
な
お
、「
愬
牒
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
愬
」
は
「
訴
」
と
同
じ
。
（
注
７
）　
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
の
印
刷
が
あ
る
。
（
注
８
）　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
「
太
政
官
布
告
第
二
百
十
五
号
」（
六
月
十
八
日
）
（
布
）
は
、
「
人
民
一
般
商
業
及
ヒ
其
他
ノ
事
ニ
因
リ
代
人
ヲ
以
テ
契
約
取
引
等
致
シ
候
規
則
別
紙
ノ
通
被
定
候
条
此
旨
相
達
候
事
」
と
し
て
「
代
人
規
則
」
を
定
め
た
。
　
そ
の
第
一
条
は
、「
凡
ソ
何
人
ニ
限
ラ
ス
己
レ
ノ
名
義
ヲ
以
テ
他
人
ヲ
シ
テ
其
事
ヲ
代
理
セ
シ
ム
ル
ノ
権
ア
ル
ヘ
シ
　
但
シ
本
人
幼
年
等
ニ
テ
其
事
理
ヲ
弁
シ
難
キ
時
ハ
其
後
見
人
及
ヒ
親
族
ノ
者
協
議
ノ
上
代
人
ヲ
任
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
第
二
条
　
凡
ソ
他
人
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
其
事
件
ヲ
取
扱
フ
者
ハ
代
人
ニ
シ
テ
其
事
件
ヲ
委
任
ス
ル
者
ハ
　
本
人
ナ
リ
故
ニ
代
人
委
任
上
ノ
所
行
ハ
本
人
ノ
関
係
タ
ル
可
シ第
三
条
　
凡
ソ
代
人
ハ
心
術
正
実
ニ
シ
テ
二
十
一
歳
以
上
ノ
者
ヲ
撰
ム
ヘ
シ
（
明
治
九
年
第
四
十
四
号
布
告
を
以
て
、「
満
二
十
歳
以
上
ノ
者
ヲ
撰
ム
ヘ
シ
」
と
改
正
）
第
四
条
　
代
人
ハ
総
理
代
人
部
理
代
人
ノ
別
ア
リ
総
理
代
人
ハ
其
本
人
身
上
諸
般
ノ
事
務
ヲ
代
理
ス
ル
者
ニ
シ
テ
部
理
代
人
ハ
特
ニ
其
委
任
ス
ル
部
内
ノ
事
務
ヲ
代
理
ス
ル
ヲ
得
ル
者
ト
ス
　
云
々
」
と
し
て
、
本
人
よ
り
実
印
を
捺
し
た
委
任
状
を
交
付
す
る
こ
と
、
委
任
状
に
は
総
理
代
人
ま
た
は
部
理
代
人
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
（『
法
令
全
書
　
明
治
六
年
』
三
〇
〇
頁
）。
「
明
治
九
年
二
月
二
二
日
の
代
言
人
規
則
（
司
法
省
布
達
甲
第
一
号
）
施
行
後
も
、
（
　
　
　
）
─　　─398
八
三
八
三
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
代
言
人
の
免
許
の
な
い
者
が
こ
の
代
人
規
則
に
よ
り
当
事
者
の
代
人
と
し
て
出
廷
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
受
任
で
き
る
件
数
に
つ
い
て
の
制
限
は
な
か
っ
た
」
と
し
、
明
治
一
三
年
五
月
一
三
日
代
言
人
規
則
の
改
正
（
司
法
省
甲
第
一
号
布
達
）
と
同
時
に
、
司
法
省
が
代
人
に
つ
い
て
甲
第
二
号
布
達
を
定
め
て
規
制
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
瀧
川
叡
一
『
明
治
初
期
民
事
訴
訟
の
研
究
─
続
・
日
本
裁
判
制
度
史
論
考
─
』
信
山
社
二
〇
〇
〇
年
一
八
二
頁
）。
（
注
９
）　
半
葉
一
一
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
の
印
刷
が
あ
る
。
本
文
書
は
、
末
尾
の
署
名
の
他
は
総
て
朱
書
き
で
あ
る
。
（
注
　
）　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
「
太
政
官
布
告
第
二
三
九
号
」（
七
月
五
日
）（
布
）
１０
は
、
「
人
民
相
互
ノ
諸
証
書
面
ニ
爪
印
或
ハ
花
押
等
ヲ
相
用
ヒ
候
者
間
々
有
之
候
処
当
明
治
六
年
十
月
一
日
以
後
ノ
証
書
ニ
ハ
必
ス
実
印
ヲ
用
ユ
可
シ
実
印
無
之
証
書
ハ
裁
判
上
証
拠
ニ
不
相
立
候
条
此
旨
可
相
心
得
事
　
但
商
法
上
ノ
証
書
ニ
実
印
ヲ
用
ヒ
請
取
通
帳
等
ニ
店
判
ヲ
用
ヒ
候
ハ
別
段
ノ
事
」
と
規
定
し
て
い
る
（『
法
令
全
書
　
明
治
六
年
ノ
一
』
三
一
九
頁
）。
但
し
欄
外
上
部
に
「
十
年
第
四
十
四
号
布
告
ヲ
以
テ
廃
止
」
の
注
記
が
あ
る
。
（
注
　
）　
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
「
太
政
官
布
告
第
八
十
一
号
」（
七
月
二
十
九
１１
日
　
輪
郭
附
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
、
別
冊
「
証
券
印
税
規
則
」
で
詳
細
を
定
め
て
い
る
。
「
明
治
六
年
二
月
第
五
十
六
号
以
下
追
々
及
布
告
候
証
券
印
紙
規
則
総
テ
相
廃
シ
更
ニ
別
冊
ノ
通
相
定
メ
本
年
九
月
一
日
ヨ
リ
施
行
候
条
此
旨
布
告
候
事
　
但 
帳
簿
罰
則
ハ
来
ル
明
治
八
年
一
月
一
日
ヨ
リ
施
行
候
儀
ト
可
相
心
得
事
」。
そ
し
て
、
同
規
則
第
一
則
第
二
条
に
お
い
て
、「
一 
総
テ
規
則
ノ
通 
○
　
印
紙 
○
　
界
紙
ヲ
用
ヒ
サ
ル
者
ハ
後
日
如
何
体
ノ
故
障
差
起
出
訴
ニ
及
ヒ
候
共
其
書
類
ハ
一
切
取
揚
ケ
裁
判
不
相
成
事
」、
ま
た
、
第
四
則
第
十
四
条
に
お
い
て
、「
前
数
条
ニ
掲
ク
ル
処
ノ
犯
則
人
ヲ
見
届
ケ
訴
出
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
事
実
取
糺
ノ
上
相
違
ナ
キ
ニ
於
テ
ハ
其
賞
ト
シ
テ
其
過
料
金
ノ
半
高
ヲ
下
サ
ル
ヘ
キ
事
」
と
し
て
、「
犯
則
」
の
語
が
見
え
て
い
る
（『
法
令
全
書
　
明
治
七
年
』
六
八
～
八
四
頁
）。
（
注
　
）　
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
の
印
刷
が
あ
る
。
こ
１２
こ
で
も
「
愬
牒
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
注
　
）　
明
治
九
年
「
司
法
省
布
達
甲
第
一
号
」（
二
月
二
十
二
日 
輪
郭
附
）
は
、
い
わ
１３
ゆ
る
「
代
言
人
規
則
」
で
あ
る
。
前
文
は
「
今
般
代
言
人
規
則
別
紙
ノ
通
相
設
ケ
候
条
来
ル
四
月
一
日
ヨ
リ
以
後
ハ
右
規
則
通
リ
免
許
ヲ
経
サ
ル
者
ヘ
代
言
相
頼
候
儀
不
相
成
候
条
此
旨
布
達
候
事
云
々
」
と
定
め
、
「
第
一
条
　
凡
ソ
代
言
人
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
先
ツ
専
ラ
代
言
ヲ
行
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
裁
判
所
ヲ
示
シ
タ
ル
願
書
ヲ
記
シ
所
管
地
方
官
ノ
検
査
ヲ
乞
フ
ヘ
シ
地
方
官
之
ヲ
検
査
ス
ル
ノ
後
状
ヲ
具
シ
テ
司
法
省
ニ
出
ス
然
ル
後
其
許
ス
ヘ
キ
者
ハ
司
法
卿
之
レ
ニ
免
許
状
ヲ
下
付
ス
」
以
下
、
全
一
五
ケ
条
よ
り
成
っ
て
い
る
（『
法
令
全
書 
明
治
九
年
』
一
三
五
五
頁
以
下
）。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
と
印
刷
さ
１４
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
文
中
の
「
民
法
」
の
意
味
不
詳
。
（
注
　
）　
二
つ
の
事
件
番
号
の
事
件
が
一
緒
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
１５
『
訴
状
受
取
録
　
明
治
九
年
』（
民
第
六
号
ノ
三
）
に
は
、
第
三
千
六
百
七
拾
五
号
事
件
の
記
事
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
　
　
　
）
─　　─399
八
二
八
二
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
「
十
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
廣
島
水
主
町 
農
　
三
千
六
百
七
拾
五
　
　
貸
金
催
促
訴
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
　
文
之
進
　
　
　
　
　
　
　
　 
十
年
一
月
十
六
日 
却
下
　
被
　
同
所
同
町 
農
　
掛 
松
野 
副 
川
北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
Ｓ
Ｍ 
冨
藏
」
と
あ
り
、
欄
外
上
部
に
、「
決
二
五
ノ
一
」
と
○
印
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
事
件
番
号
と
担
当
者
名
、
却
下
の
文
字
と
そ
の
日
付
は
朱
書
き
で
あ
る
。
『
訴
状
受
取
録
　
明
治
九
年
』（
民
第
六
号
ノ
三
）
に
は
、
第
三
千
六
百
七
拾
六
号
事
件
の
記
事
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
十
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
廣
島
水
主
町 
農
　
三
千
六
百
七
拾
六
　
　
貸
金
催
促
訴
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
　
文
之
進
　
　
　
　
　
　
　
　 
十
年
五
月
十
五
日
　
被
同
所
同
町
農
掛 
松
野 
副 
川
北
　
　
　
○
　
　
却
下
　
　
　
　
　
　 
Ｓ
Ｍ 
冨
藏
」
と
あ
り
、
欄
外
上
部
に
、「
決
二
五
ノ
一 
身
」
の
朱
書
き
と
朱
の
○
印
が
あ
る
。
な
お
、
事
件
番
号
と
担
当
者
名
、
○
印
、
却
下
の
裁
判
の
日
付
は
朱
書
き
で
あ
る
。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
一
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
１６
る
。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
一
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
の
印
刷
が
あ
る
。
１７
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
の
印
刷
が
１８
あ
る
。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
上
部
欄
外
に
事
件
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
訴
状
」
本
体
が
何
ら
１９
か
の
事
情
で
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
一
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
の
印
刷
が
あ
る
。
２０
（
注
　
）　「
目
安
糺
」
は
、
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
訴
訟
人
が
奉
行
所
に
提
出
２１
し
た
訴
状
案
（
＝
目
安
）
の
修
正
、
す
な
わ
ち
目
安
糺
を
受
け
、
訴
え
が
審
理
に
入
る
か
否
か
を
決
定
す
る
手
続
き
。
目
安
糺
に
よ
り
訴
状
案
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
本
目
安
が
成
立
し
た
と
い
う
（
石
井
良
助
『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
三
一
頁
。
な
お
、
寺
社
奉
行
所
で
は
、
目
安
を
訴
状
と
い
っ
た
か
ら
、
同
所
で
は
訴
状
糺
と
も
い
わ
れ
た
と
い
う
（
同
上
）。
（
注
　
）　
第
一
条
は
、
第
一
条
の
文
字
も
棒
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
棒
線
の
墨
が
濃
い
２２
た
め
、
特
に
二
行
目
が
判
読
困
難
で
あ
る
が
以
下
の
よ
う
に
読
め
る
。
　
「
第
一
条
　
該
訴
要
求
ノ
金
高
ト
返
金
　
　
　
ノ
済
口
高
□
□
」
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
の
印
刷
が
２３
あ
る
。
な
お
、
本
件
に
は
、
上
部
欄
外
に
事
件
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
訴
状
本
体
は
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
（
注
　
）　
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
太
政
官
布
告
第
一
四
八
号
（
九
月
三
〇
日
）「
建
物
２４
書
入
質
規
則
」（『
法
令
全
書
　
明
治
八
年
』
一
九
〇
頁
）。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
の
印
刷
が
２５
あ
る
。
訴
状
本
体
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
藍
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
裁
判
所
」
の
印
刷
が
２６
あ
る
。
（
注
　
）　
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
太
政
官
布
告
第
八
一
号
（
七
月
二
九
日
）「
証
券
印
２７
紙
規
則
改
定
証
券
印
税
規
則
」（『
法
令
全
書
　
明
治
七
年
』
六
九
頁
以
下
）。
（
注
　
）　（
注
　
）
を
参
照
。
２８
２７
（
　
　
　
）
─　　─400
八
一
八
一
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
の
印
刷
が
あ
る
。
２９
（
注
　
）　（
注
　
）
を
参
照
。
３０
２７
（
注
　
）　（
注
　
）
を
参
照
。
３１
２７
（
注
　
）　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
太
政
官
布
告
第
百
八
十
八
号
（
六
月
二
十
三
日
）
３２
（
布
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
貸
金
銀
滞
出
入
ニ
付
身
代
限
申
付
候
節
以
来
ハ
当
人
宅
並
各
府
県
裁
判
所
門
前
高
札
場
等
三
ヶ
所
ヘ
別
紙
案
文
ノ
通
相
認
メ
三
十
日
ノ
間
掲
示
致
シ
候
上
身
代
限
済
方
可
申
付
尤
右
之
趣
伝
承
日
限
中
追
願
致
候
分
ハ
取
糺
処
置
置
可
致
事
」
と
し
て
、
三
〇
日
間
の
掲
示
期
間
を
定
め
た
が
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
太
政
官
布
告
第
七
十
号
（
二
月
二
十
五
日
）（
布
）
を
も
っ
て
、「
身
代
限
申
付
候
節
各
所
ヘ
掲
示
日
数
ノ
儀
三
十
日
ト
壬
申
第
百
八
十
八
号
布
告
ニ
及
候
処
詮
議
ノ
次
第
有
之
六
十
日
ト
改
正
候
条
此
段
更
ニ
相
達
候
事
」
と
布
告
を
出
し
て
、
三
〇
日
間
を
六
〇
日
間
に
改
め
た
（『
法
令
全
書
　
明
治
六
年
』
六
四
頁
）。
（
注
　
）　
明
治
六
年
太
政
官
布
告
第
三
六
二
号
（
十
一
月
五
日
）（
布
）
は
、
い
わ
ゆ
る
３３
「
出
訴
期
限
規
則
」
で
、
第
一
条
は
六
箇
月
限
り
の
出
訴
期
限
の
適
用
を
受
け
る
事
項
を
列
挙
し
て
お
り
、
本
文
の
売
掛
金
は
第
六
号
の
「
商
人
互
の
売
掛
金
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（『
法
令
全
書
　
明
治
六
年
』
五
六
七
頁
以
下
）。
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
の
印
刷
が
あ
る
。
３４
（
注
　
）　『
訴
状
受
取
禄
　
明
治
九
年
』（
民
第
六
号
ノ
三
）
に
は
、
３５
「
十
二
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
廣
島
西
町
二
町
目 
士
族
 
Ｔ
Ｄ 
高
夫
　
　
　
　 
　
三
千
五
百
八
拾
六
　
貸
附
米
請
求
訴
　
　
　
　
　
　
代
言
人
　
吉
井
　
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
十
年
一
月
廿
七
日
　 
　
被
　
佐
伯
郡
平
良
村 
農
　
掛 
松
野 
副 
山
田
　 
○
　
　 
却 
下
　
　
　
　
　
Ｍ
Ｄ 
寛
三
郎
」
と
あ
り
、
欄
外
上
部
に
「
决
二
五
ノ
一
」
の
朱
書
き
と
朱
の
○
印
が
あ
る
。
な
お
、
事
件
番
号
、
担
当
者
、
裁
判
年
月
日
お
よ
び
○
印
は
朱
書
き
で
あ
る
。
訴
状
で
は
「
買
付
米
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
訴
状
受
取
禄
』
で
は
「
貸
附
米
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
注
　
）　
本
件
は
、「
訴
状
」
が
「
原
告
代
人
申
立
書
」
の
後
ろ
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
３６
で
順
序
を
入
れ
替
え
た
。
従
っ
て
、
ペ
ー
ジ
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
後
者
の
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
の
印
刷
が
あ
る
。
（
注
　
）　
い
わ
ゆ
る
「
出
訴
期
限
規
則
」
第
二
条
に
、
一
年
間
の
出
訴
期
限
の
適
用
を
受
３７
け
る
事
項
を
列
挙
し
て
お
り
、
本
文
の
売
掛
金
は
「
商
人
ヨ
リ
商
人
ニ
非
サ
ル
者
ヘ
ノ
売
掛
代
金
」
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、（
注
　
）
を
参
照
。
３３
（
注
　
）　
用
紙
は
、
半
葉
一
二
行
黒
罫
紙
、
中
央
下
部
に
「
廣
島
縣
」
の
印
刷
が
あ
る
。
３８
（
注
　
）　（
注
　
）
を
参
照
。
本
文
中
で
は
、「
犯
則
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
３９
２７
（
　
　
　
）
─　　─401
八
〇
八
〇
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─402
七
九
七
九
番
号１２３４５６７８
年
度
・
番
号
九
年
　
三
七
二
〇
　
三
八
〇
〇
十
年
　 
二
　
　
　
五
四
　
　
　
四
三
　
　
　
七
八
　
　
　
九
三
　
　
一
二
二
　
訴
　
　
名
訴
訟
入
費
請
求
貸
金
催
促
貸
金
催
促
貸
金
催
促
貸
金
可
受
取
山
代
価
違
約
証
書
実
印
押
捺
請
求
二
重
取
米
代
価
取
戻
訴
状
受
理
日
九
年
十
二
月
　
廿
二
日
九
年
十
二
月
　
二
八
日
十
年 
一
月
　
　
四
日
十
年 
一
月
　
　
六
日
十
年 
一
月
　
　
六
日
十
年 
一
月
　
　
八
日
十
年 
一
月
　
　
九
日
十
年 
一
月
　
　
十
日
 
裁 
判 
日
一
月
十
日
一
月
十
日
一
月
十
一
日
担 
当
主 
一
色
副 
小
島
主 
一
色
副 
小
島
主 
一
色
副 
川
北
主 
松
野
副 
一
色
主 
川
北
副 
一
色
主 
松
野
副 
山
田
主 
山
田
副 
松
野
主 
一
色
副 
松
野
 
目
次
欄
の
原
告
Ｋ
Ｋ 
七
郎
次
　
　
　 
外
一
名
Ｉ
Ｔ 
伊
三
郎
冨
田 
次
左
衞
門*  
Ｔ
Ｄ 
九
兵
衛
Ｋ
Ｂ 
茂
八
郎
Ｍ
Ｍ 
唐
一*  
Ｓ
Ｇ
Ｕ 
重
助
Ｋ
Ｓ 
助
三
郎
 
目
次
欄
の
被
告
Ｋ
Ｓ
　
只
吉
Ｈ
Ｋ 
兼
造
Ｉ
Ｂ 
覺
造
Ｍ
Ｏ 
清
次
郎
Ｔ
Ｄ 
義
一
Ｋ
Ｎ 
儀
三
郎
Ｙ
Ｉ 
理
一
郎
Ｋ
Ｇ 
要
兵
衛
備
考
（
訴
状
記
載
上
の
原
告
等
）
冨
田 
治
左
エ
門
*  
冨
田 
治
左
衞
門
の
誤
記
か
山
中 
正
雄
十
年
一
月
八
日 
原
告
代
人
Ｉ
Ｉ 
春
哲
陳
述
書
十
年
一
月
九
日 
訴
状
却
下
案
伺
*  
Ｓ
Ｍ 
萬
三
郎
と
連
名
十
年
一
月
九
日 
原
告
陳
述
書
原
告
　
原
田 
東
三
郎
四
　
目
　
次
（【
一
】～【
四
〇
】）
【
附
録
】
『
明
治
十
年
却
下
文
書
』（
民
第
二
五
号
ノ
一
）
廣
島
地
方
裁
判
所
民
事
部
目
次
（
そ
の
一
）
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
（
　
　
　
）
─　　─403
七
八
七
八
９　１０　１１　１２　１３　１４　１５　１６　１７　１８
　
　
　
六
六
　
　
一
五
九
九
年
　
三
六
七
五
九
年
　
三
六
七
六
十
年
　
　
二
〇
七
　
　
二
〇
九
　
　
二
〇
三
　
　
二
八
〇
　
　
二
五
八
　
　
二
八
七
貸
金
催
促
貸
金
貸
金
貸
金
催
促
年
賦
金
・
違
約
償
金
請
求
貸
金
（
返
弁
方
請
求
）
訴
訟
入
費
家
券
証
請
求
地
券
名
前
書
換
（
切
替
）
要
求
貸
金
催
促
十
年 
一
月
　
　
八
日
一
月
十
五
日
か十
年 
一
月
　
十
五
日
十
年
一
月
　
十
九
日
一
月 
九
日
一
月
十
五
日
一
月
十
六
日
一
月
十
七
日
一
月
十
七
日
一
月
十
七
日
一
月
十
八
日
一
月
十
九
日
一
月
二
十
日
主 
一
色
副 
松
野
主 
川
北
副 
一
色
主 
松
野
副 
川
北
主 
松
野
副 
川
北
主 
小
島
副 
山
田
主 
松
野
副 
山
田
主 
川
北
副 
一
色
主 
小
島
副 
松
野
主 
小
島
副 
一
色
主 
山
田
副 
小
島
Ｍ
　
三
兵
衛
Ｔ
Ｇ 
尉
太
郎
Ｎ
Ｊ 
文
之
進
Ｎ
Ｊ 
文
之
進
Ｍ
Ｋ 
和
吉
Ｋ
Ｂ 
茂
八
郎
Ｔ
Ｇ 
柳
平
　
　
　 
外
一
名
Ｋ
Ｚ 
為
之
助
Ｋ
Ｓ 
儀
右
衛
門
Ｔ
Ｎ 
徳
造
　
　
　（
藏
）
Ｋ
Ｔ 
鮒
次
郎
Ｓ
Ｉ 
熊
次
郎
Ｓ
Ｍ 
冨
造
　
　
　（
藏
）
Ｓ
Ｍ 
冨
造
　
　
　（
藏
）
Ｋ
Ｔ 
清
左
衞
門
Ｔ
Ｄ 
義
一
Ｋ
Ｎ 
桂
之
助
Ｎ
Ｉ 
平
八
Ｋ
Ｔ 
元
俊
Ｎ
Ｉ 
佐
一
郎
原
告
　
商 
Ｏ
Ｕ 
隆
平
十
年
一
月
十
五
日 
愬
牒
却
下
案
伺
取
引
の
取
次
人 
Ｙ
Ｄ 
耕
造
十
年
一
月
十
一
日 
被
告
口
供
十
年
一
月
十
二
日 
引
合
陳
述
十
年
一
月
十
三
日 
却
下
案
伺
取
引
の
取
次
（
人
）　
Ｙ
Ｄ 
耕
造
原
告
　
原
田 
東
三
郎
原
告
代
人
　
Ｉ
Ｉ 
春
哲
十
年
一
月
十
六
日 
原
告
代
人
陳
述
書
十
年
一
月
十
七
日 
却
下
案
伺
十
年
一
月
十
七
日 
訴
状
却
下
案
伺
原
告
　
奥
本 
數
奇
男
原
告
　
Ｙ
Ｎ 
又
兵
衛
十
年
一
月
十
八
日 
原
告
陳
述
書
十
年
一
月
十
九
日 
訴
状
却
下
案
伺
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─404
七
七
七
七
　１９　２０　２１　２２　２３　２４　２５　２６　２７　２８　２９　３０
　
　
二
三
九
　
　
三
〇
二
　
　
二
九
四
　
　
三
一
六
　
　
三
二
〇
　
　
三
一
五
　
　
三
〇
六
　
　
三
四
三
　
　
三
三
九
　
　
三
七
八
　
　
三
八
七
　
　
三
八
一
貸
金
催
促
年
賦
金
渋
滞
請
求
山
代
価
残
金
請
求
証
書
面
日
数
記
入
売
掛
代
金
催
促
貸
米
催
促
地
券
書
換
請
求
証
書
改
換
請
求
年
賦
金
催
促
貸
金
催
促
山
代
金
取
戻
シ
買
受
鉄
請
求
十
年
一
月
　
十
七
日
十
年
一
月
　
十
九
日
十
年
一
月
　
十
九
日
十
年
一
月
　
廿
二
日
十
年
一
月
　
廿
二
日
十
年
一
月
　
二
二
日
十
年
一
月
　
　
廿
日
十
年
一
月
　
二
三
日
十
年
一
月
　
廿
二
日
十
年
一
月
　
廿
四
日
十
年
一
月
　
廿
四
日
十
年
一
月
　
廿
四
日
一
月
二
十
日
一
月
廿
三
日
一
月
廿
三
日
一
月
廿
三
日
一
月
廿
三
日
一
月
廿
三
日
一
月
二
四
日
主 
山
田
副 
小
島
主 
小
島
副 
一
色
主 
松
野
副 
一
色
主 
山
田
副 
一
色
主 
山
田
副 
一
色
主 
山
田
副 
一
色
主 
山
田
副 
松
野
主 
山
田
副 
松
野
主 
不
明
副 
不
明
主 
一
色
副 
松
野
主 
松
野
副 
山
田
主 
松
野
副 
山
田
Ｔ
Ｎ 
有
一
郎
Ｈ
Ｏ 
臺
三
郎
Ｍ
Ｍ 
唐
一*  
Ｔ
Ｍ 
ス
ワ
Ｎ
Ｊ 
常
太
郎
Ｏ
Ｍ 
數
奇
男
Ｅ
Ｄ 
判
次
郎
Ｋ
Ｎ 
庄
次
郎
　
　（
正
）
Ｍ
Ｋ 
和
吉
Ｔ
Ｔ 
為
次
郎
Ｅ
Ｚ 
三
兵
衛
Ｎ
Ｓ 
宇
太
郎
Ｔ
Ｄ 
清
右
衛
門
　
　
　 
外
二
名
Ｆ
Ｔ 
市
九
郎
Ｋ
Ｎ 
儀
三
郎
Ｏ
Ｇ 
道
助
Ｉ
Ｉ 
周
平
Ｏ
Ｎ 
新
八
Ｔ
Ｓ 
大
雄
Ｉ
Ｍ 
才
助
Ｋ
Ｕ 
清
左
衛
門
Ｏ
Ｎ 
次
郎
Ｙ
Ｕ 
涌
内
Ｎ
Ｔ 
信
助
原
告 
細
川 
廣
三
郎
*  
Ｓ
Ｍ 
萬
三
郎
と
連
名
十
年
一
月
二
二
日 
原
告
陳
述
書
原
告
　
関
　
定
原
告 
赤
松 
常
七
原
告 
原
田 
東
三
郎
原
告
　
金
子 
新
七
広
島
地
方
裁
判
所
所
蔵
『
却
下
文
書
』（
明
治
十
年
）
に
つ
い
て
（
一
）
【
注
】
　
本
簿
冊
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
目
次
欄
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
告
と
被
告
双
方
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
体
と
し
て
編
綴
さ
れ
て
い
る
訴
状
に
は
原
告
の
住
所
氏
名
等
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
（
　
　
　
）
─　　─405
七
六
七
六
　３１　３２　３３　３４　３５　３６　３７　３８　３９　４０
　
　
三
八
八
九
年
　
三
五
八
六
十
年
　
　
四
一
五
　
　
四
一
六
　
　
四
五
八
十
年
　
　
四
五
五
　
　
四
三
四
　
　
四
八
五
　
　
四
七
七
　
　
四
六
四
貸
金
催
促
買
付
米
請
求
貸
金
催
促
貸
金
催
促
貸
金
違
約
貸
米
催
促
御
才
判
不
履
行*  
預
ケ
金
淹
滞
貸
米
淹
滞
貸
金
催
促
十
年
一
月
　
廿
四
日
九
年
十
二
月
　
　
八
日
十
年
一
月
　
廿
六
日
十
年
一
月
　
廿
六
日
十
年
一
月
　
廿
九
日
十
年
一
月
　
廿
九
日
十
年
一
月
　
廿
七
日
十
年
一
月
　
三
一
日
十
年
一
月
　
三
一
日
十
年
一
月
　
三
一
日
十
年
一
月
　
廿
七
日
二
月 
一
日
二
月
一
日
主 
松
野
副 
山
田
主 
松
野
副 
山
田
主 
一
色
副 
松
野
主 
一
色
副 
松
野
主 
松
野
副 
山
田
主 
粕
屋
副 
一
色
主 
粕
屋
副 
山
田
主 
粕
屋
副 
松
野
主 
山
田
副 
粕
屋
主 
山
田
副 
粕
屋
Ｔ
Ｈ 
杢
兵
衛
代
言
人
　
吉
井
　
護
Ｓ
Ｔ 
常
吉
Ｈ
Ｂ 
源
三
郎
Ｙ
Ｍ 
増
兵
衛
Ｋ
Ｄ 
清
三
郎
（
Ｋ
に
誤
記
か
）
Ｉ
Ｄ 
権
之
丞
Ｋ
Ｇ 
要
兵
衛
Ｎ
Ｙ 
亀
助
Ｓ
Ｔ
Ｄ 
八
十
七
Ｎ
Ｓ 
助
右
衛
門
Ｍ
Ｄ 
寛
三
郎
Ｋ
Ｄ 
和
助
Ｔ
Ｇ 
健
吾
　
　
　 
外
一
名
Ｏ
Ｎ 
吾
助
　
　
　 
外
二
名
Ａ
Ｍ 
武
左
衛
門
Ｏ
Ｚ 
万
五
郎
Ｔ
Ｄ 
豊
一
　
　
　 
外
一
名
Ｙ
Ｇ 
恒
三
郎
　
　
　 
外
一
名
Ｍ
Ｙ 
利
忠
太
原
告
代
人 
Ｋ
Ｔ 
郁
太
郎
十
年
一
月
廿
六
日 
原
告
代
人
よ
り
陳
述
書
原
告
　
Ｔ
Ｄ 
高
夫
原
告
　
岡
　
謙
藏
原
告
　
岡
野 
林
藏
十
年
一
月
三
一
日 
原
告
代
人
　
Ｋ
Ｙ 
卯
平
よ
り
陳
述
書
原
告
　
二
宮 
豊
三
郎
*  
訴
状
の
標
題
は
「
御
裁
決
不
履
行
之
訴
状
」
原
告
　
Ｎ
Ｙ 
亀
助
原
告
　
Ｓ
Ｍ 
久
五
郎
原
告
　
Ｍ
Ｙ 
武
四
郎
＜資
　
　
料＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
一
号
１
　
本
簿
冊
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
訴
状
に
は
、
原
告
側
の
住
所
氏
名
、
出
身
等
だ
け
が
記
さ
れ
て
お
り
、
被
告
側
の
住
所
氏
名
、
出
身
等
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
残
っ
て
も
い
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、
目
次
欄
に
は
、
原
告
お
よ
び
被
告
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
２
　
目
次
欄
の
氏
名
の
者
が
当
事
者
本
人
と
推
測
さ
れ
る
。
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
目
次
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
と
一
致
す
る
場
合
は
、
当
事
者
本
人
と
考
え
、
異
な
る
と
き
は
、
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
代
言
人
ま
た
は
代
人
と
考
え
、
備
考
欄
に
そ
の
氏
名
を
記
し
た
。
３
　
代
言
人
は
公
的
な
職
で
あ
る
の
で
、
そ
の
氏
名
を
記
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
代
人
は
陳
述
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
記
載
か
ら
判
明
し
た
代
人
某
と
し
て
示
し
た
。
代
人
は
当
事
者
本
人
と
同
様
に
扱
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
趣
旨
か
ら
、
氏
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
置
き
換
え
た
。
業
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
代
人
に
つ
い
て
は
、
代
言
人
と
同
様
に
扱
う
こ
と
に
し
た
（
例
、
冨
田
治
左
ェ
門
）。
４
　
被
告
の
氏
名
は
、
前
述
の
と
お
り
、
本
簿
冊
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
訴
状
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
尊
重
の
趣
旨
か
ら
、
氏
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
置
き
換
え
た
。
５
　
氏
名
の
記
載
に
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を
（
）
で
記
し
た
（
例
、
德
造
（
藏
））。
訴
状
の
記
載
の
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
６
　
目
次
の
訴
名
欄
に
「
仝
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
名
（
例
え
ば
、
貸
金
）
に
改
め
た
。
７
　
数
字
の
表
記
法
が
一
貫
し
て
い
な
い
の
は
、
で
き
る
だ
け
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
表
記
に
倣
お
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
追
記
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
本
近
代
法
の
ゆ
ら
ぎ
─
土
地
・
家
族
・
村
の
実
証
的
研
究
─
」（
平
成
二
五
年
度
～
二
七
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
対
し
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
＜
執
筆
者
紹
介＞
矢
野
達
雄
（
広
島
修
道
大
学
法
学
部
教
授
）
加
藤
高
（
広
島
修
道
大
学
名
誉
教
授
）
紺
谷
浩
司
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
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（一）　『訴状受取録』表紙
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